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ま ち の 風 景

水害に備え 水防技術の向上を目指す 
　大内地域の芋川河川敷「交流ひろば」を会場に６

月９日、水防訓練が行われました。県から市へ実施

主体が変更になった今年度からは、市単独で訓練を

実施。この日は市消防団大内支団の団員82人が参加

して、にかほ市消防団から６人の講師を迎え「シート

張り工」と「積み土のう工」の各工法について、基本

技術を確認しながら、訓練に取り組みました。

　この水防訓練は、水防技術の向上と体制強化、地

域住民の理解と協力を求めることを目的に、毎年各

地域の河川敷を会場に実施されます。

古紙パルプ配合率70％再生紙を使用しています

表
紙
の
紹
介

　
青
空
が
広
が
り
す
が
す
が
し
い
ブ
ナ
の

若
葉
が
輝
い
て
絶
好
の
登
山
日
和
と
な
っ
た

六
月
十
七
日
、
鳥
海
山
百
宅
登
山
口
の
大

清
水
園
地
で
夏
山
開
き
が
行
わ
れ
、
本
格

的
な
登
山
シ
ー
ズ
ン
が
幕
開
け
し
ま
し
た
。 

　
安
全
を
祈
願
し
た
神
事
の
後
、
遠
く
愛

知
県
か
ら
の
参
加
者
や
、
親
子
、
友
人
な

ど
と
連
れ
だ
っ
た
約
八
十
人
が
隊
列
を
組

ん
で
出
発
。
長
い
ブ
ナ
林
の
登
山
道
を
抜

け
て
雪
渓
を
一
歩
一
歩
踏
み
し
め
て
登
っ

て
展
望
が
開
け
る
と
、
法
体
の
滝
や
丁
岳
、

甑
山
な
ど
を
指
さ
し
て
絶
景
に
歓
声
を
あ

げ
、
鳥
海
山
の
魅
力
を
堪
能
し
な
が
ら
頂

上
を
目
指
し
て
い
ま
し
た
。 

こ
し
き 



　
西
目
小
学
校
の
新
し
い
校
舎
は
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
造
り
・
一
部
木
造
二
階
建
て

で
、
体
育
館
は
鉄
骨
造
り
と
な
り
、
建
築

面
積
お
よ
そ
五
千
九
百
平
方
㍍
。
延
べ
床

面
積
は
約
七
千
四
百
平
方
㍍
と
な
っ
て
い

ま
す
。�

　
教
室
棟
は
木
造
、
内
装
も
温
か
み
の
あ

る
木
の
質
感
を
生
か
し
た
つ
く
り
で
、
南

東
側
に
配
置
し
、
十
分
な
採
光
を
確
保
。

扇
形
の
食
堂
に
は
デ
ッ
キ
が
設
け
ら
れ
、

校
庭
と
の
一
体
感
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
す
。�

　
ま
た
、
学
年
ご
と
に
多
目
的
ス
ペ
ー
ス

を
設
け
、
合
同
授
業
や
交
流
の
場
と
し
て

　
　
　
　
　
　
の
活
動
に
利
用
で
き
ま
す
。

ホ
ー
ル
に
は
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
ウ
ォ
ー
ル

（
ロ
ッ
ク
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
用
の
壁
）
を
配

し
、
楽
し
い
遊
び
の
空
間
も
あ
り
ま
す
。�

　
西
目
小
・
西
目
中
学
校
と
西
目
幼
稚
園

の
給
食
づ
く
り
を
一
手
に
担
う
共
同
調
理

場
は
オ
ー
ル
電
化
方
式
に
。
火
気
を
用
い

ず
、
煙
な
ど
の
少
な
い
、
ク
リ
ー
ン
で
清

潔
、
安
全
に
配
慮
し
た
調
理
場
施
設
と
な

り
ま
す
。�

　
事
業
費
は
約
二
十
四
億
円
。
今
年
度
は

プ
ー
ル
の
解
体
、
調
理
場
の
建
築
と
と
も

に
校
舎
の
建
築
に
着
手
し
、
来
年
度
に
完

成
。
以
降
は
現
校
舎
の
解
体
や
体
育
館
の

建
築
に
か
か
り
、
二
十
二
年
度
に
は
プ
ー

ル
施
設
を
整
備
し
完
了
す
る
予
定
で
す
。�

�
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「
百
年
の
大
計
」
と
言
わ
れ
る
教
育
―
。
新
し
い
時
代
に
生
き
る
子
ど
も
た
ち
を

ど
の
よ
う
に
育
て
る
か
。
そ
の
た
め
に
よ
り
よ
い
教
育
環
境
を
ど
う
整
備
し
て
い
く

か
。
ま
た
、
地
域
の
状
況
に
応
じ
な
が
ら
、
ど
の
よ
う
に
連
携
を
図
っ
て
進
む
か
。

多
く
の
課
題
が
あ
る
中
で
、
市
で
は
教
育
の
充
実
を
目
指
し
、
全
力
で
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。�

　
今
号
で
は
、
学
校
改
築
や
学
校
環
境
適
正
化
検
討
委
員
会
な
ど
、
教
育
に
関
係
す

る
さ
ま
ざ
ま
な
動
き
を
紹
介
し
ま
す
。�

明日を築く�明日を築く�教育�教育�

西目小学校完成予想図�

西目小学校（西目町沼田）�
　児童数：320人（12学級）�
　現校舎：鉄筋コンクリート造り３階建て�
　建設年：昭和41年�

「
社
会
の
宝
」
、
市
の
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
安
全
・�

安
心
に
、
学
ぶ
意
欲
が
湧
き
出
る
施
設
で
の
び
の
び
と
学
習�

で
き
る
よ
う
、
市
で
は
よ
り
よ
い
学
校
教
育
環
境
の
整
備
に�

努
め
て
い
ま
す
。�

　
今
年
は
建
設
か
ら
年
数
を
重
ね
、
施
設
の
傷
み
が
激
し
い�

西
目
小
、
本
荘
南
中
、
矢
島
中
学
校
の
改
築
に
着
手
。
三
校�

合
わ
せ
て
事
業
費
総
額
約
七
十
五
億
円
を
投
じ
、
開
校
を
平�

成
二
十
一
年
四
月
と
し
つ
つ
、
一
日
も
早
い
開
校
に
向
け
て�

事
業
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。�

　
三
校
の
改
築
事
業
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。�

�

木
の
温
も
り
と
光
に
あ
ふ
れ
て�

西
目
小
学
校�

１
小
、２
中
学
校
の
改
築
に
着
手�

１�

わ�

練習に励む矢島�
中の吹奏楽部員�

取り組み  多角的に――�取り組み  多角的に――�



５�Ｙｕｒｉｈｏｎｊｏ  ｃｉｔｙ  ｐｕｂｌｉｃ  Ｒｅｌａｔｉｏｎｓ.   ２００７� ４�平成　年　月　日号　 広報ゆりほんじょう�１９� ７� １�

本荘南中学校完成予想図�矢島中・高連携校完成予想図�

本荘南中学校（水林）�
　生徒数：345人（12学級）�
　現校舎：木造２階建て、一部鉄筋コ�
　　　　　ンクリート造り２階建て�
　建設年：昭和36年（昭和54年増築）�

　
本
荘
南
中
学
校
は
現
在
の
敷
地
で
改
築

工
事
を
実
施
中
で
す
。
長
く
生
徒
に
親
し

ま
れ
て
き
た
中
庭
や
廊
下
を
引
き
継
ぐ
形

で
配
置
さ
れ
た
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

り
三
階
建
て
の
校
舎
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま

す
。
体
育
館
は
武
道
場
の
あ
る
一
部
二
階

建
て
で
、
建
築
面
積
お
よ
そ
四
千
四
百
平

方
㍍
。
延
べ
床
面
積
は
約
八
千
五
百
平
方

㍍
と
な
り
ま
す
。�

　
校
舎
は
回
廊
式
と
な
り
、
中
央
に
中
庭
、

図
書
館
前
に
は
テ
ラ
ス
が
設
け
ら
れ
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
憩
い
の
場
と
し
て

の
活
用
が
図
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
中
庭
沿

い
の
多
目
的
ス
ペ
ー
ス
は
、
ラ
ン
チ
ル
ー

ム
と
し
て
全
校
の
生
徒
が
一
緒
に
会
食
を

楽
し
め
る
と
と
も
に
、
交
流
授
業
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
授
業
形
態
に
も
対
応
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。�

　
事
業
費
は
約
二
十
六
億
円
。
今
年
度
は

校
舎
と
体
育
館
の
一
部
解
体
後
に
建
築
を

進
め
、
体
育
館
は
今
年
度
、
校
舎
は
来
年

度
に
完
成
し
ま
す
。
翌
平
成
二
十
一
年
度

に
、
現
校
舎
の
解
体
や
屋
外
環
境
整
備
な

ど
が
行
わ
れ
ま
す
。�

中
庭
を
引
き
継
ぐ
配
置
で�

３
階
建
て
、回
廊
式
の
校
舎
に�

�

矢島中学校（矢島町七日町）�
　生徒数：145人（6学級）�
　現校舎：鉄筋コンクリート造り４階建て�
　建設年：昭和31年�

　
矢
島
高
校
と
連
携
し
た
「
中
高
連
携
」

教
育
を
実
施
す
る
新
し
い
矢
島
中
学
校
は
、

市
立
中
学
校
と
県
立
高
等
学
校
が
建
物
内

の
施
設
を
共
有
し
合
う
こ
と
が
大
き
な
特

色
で
す
。
敷
地
面
積
約
六
万
五
千
平
方
㍍

の
う
ち
、
矢
島
中
は
三
万
三
千
平
方
㍍
、

矢
島
高
が
三
万
二
千
平
方
㍍
。
管
理
棟
や

屋
外
運
動
場
な
ど
、
高
校
と
の
共
用
施
設

を
生
か
し
、
学
習
活
動
や
行
事
な
ど
で
生

徒
間
の
交
流
が
図
ら
れ
ま
す
。�

������

　
矢
島
中
学
校
は
現
在
地
か
ら
国
道
一
○

八
号
そ
ば
の
子
吉
川
沿
い
に
移
転
し
、
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
と
木
造
造
り
を
併

用
し
た
二
階
建
て
で
建
築
さ
れ
ま
す
。
校

舎
の
二
階
は
親
し
み
や
す
く
、
温
も
り
あ

る
木
造
に
。
豪
雪
地
帯
で
あ
る
た
め
、
耐

雪
の
面
か
ら
、
一
階
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
造
り
と
な
り
ま
す
。
建
築
面
積
お
よ
そ

四
千
四
百
平
方
㍍
で
、
延
べ
床
面
積
は
約

五
千
八
百
平
方
㍍
で
す
。�

　
事
業
費
は
約
二
十
五
億
円
で
、
今
年
度

は
用
地
の
造
成
工
事
、
校
舎
と
体
育
館
の

建
築
が
ス
タ
ー
ト
。
屋
外
環
境
整
備
と
と

も
に
、
校
舎
な
ど
は
来
年
度
に
完
成
し
ま

す
。
翌
平
成
二
十
一
年
度
に
は
現
校
舎
の

解
体
な
ど
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。�

�

　
矢
島
中
学
校
の
建
設
が
始
ま
っ

た
こ
と
を
受
け
、
中
高
連
携
の
取

り
組
み
を
ス
ム
ー
ズ
に
進
め
よ
う

　
　
と
六
月
四
日
、
矢
島
中
と
矢

　
　
島
高
校
の
職
員
研
修
会
が
矢

　
　
島
地
域
の
八
森
苑
で
開
催
さ

　
　
れ
ま
し
た
。�

　
　
　
初
め
て
開
か
れ
た
こ
の
研

　
　
修
会
に
は
、
両
校
の
教
職
員

　
　
全
員
が
参
加
。
あ
い
さ
つ
に

　
　
立
っ
た
矢
島
高
・
船
木
賢
咲

　
　
校
長
が
「
昔
、
矢
島
の
藩
校

　
　
が
あ
っ
た
こ
と
を
思
い
、
武

　
　
芸
で
も
学
問
で
も
、
連
携
の

中
で
生
徒
が
持
っ
て
い
る
も
の
を

最
大
限
伸
ば
し
て
い
け
る
学
校
を

目
指
し
た
い
」
と
、
矢
島
中
・
今

野
瀧
子
校
長
は
「
校
舎
の
外
枠
は

で
き
る
。
そ
の
内
側
を
ど
う
す
る

か
。
こ
の
研
修
会
を
連
携
の
第
一

歩
に
し
た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。�

　
講
演
で
は
佐
々
田
教
育
長
が

「
矢
島
中
高
連
携
に
期
待
す
る
こ

と
」
と
題
し
、
鳥
海
山
の
素
晴
ら

し
さ
、
尊
さ
に
触
れ
な
が
ら
「
中

高
連
携
に
か
か
わ
る
教
師
が
鳥
海

山
を
愛
し
、『
鳥
海
山
』を
核
と
し

た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
学
ば
せ
る
こ

と
で
、
生
徒
が
大
き
く
育
つ
の
で

は
な
い
か
。
こ
の
学
校
を
卒
業
し

た
こ
と
を
誇
れ
る
生
徒
が
増
え
る

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
」
と
結
び

ま
し
た
。
研
修
会
で
は
そ
れ
ぞ
れ

の
固
有
性
を
保
ち
つ
つ
、
連
携
の

在
り
方
な
ど
を
探
っ
て
い
く
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。�

本
荘
南
中
学
校�

矢
島
高
校
と
の
連
携�

・
交
流
を
推
進�

矢
島
中
学
校�

スムーズな連携へ、教職員が合同研修�

市教育委員会�佐々田 亨三 教育長�

教育に期待されている時代  決意新たに�



　
市
学
校
環
境
適
正
化
検
討
委
員
会
（
宮

田
征
文
委
員
長
）
は
六
月
五
日
、
望
ま
し

い
学
校
規
模
や
適
正
な
通
学
区
の
設
定
に

つ
い
て
の
検
討
結
果
を
ま
と
め
、
第
一
次

提
言
と
し
て
市
教
育
委
員
会
・
大
越
英
雄

委
員
長
に
提
出
し
ま
し
た
。
検
討
委
員
会

の
構
成
は
地
域
代
表
や
学
校
長
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

関
係
者
、
学
識
経
験
者
な
ど
二
十
二
人
で
、

昨
年
八
月
か
ら
学
校
環
境
の
適
正
化
方
策

に
つ
い
て
協
議
を
重
ね
て
い
ま
す
。�

　
本
市
に
は
小
学
校
二
十
一
校
と
中
学
校

十
一
校
の
計
三
十
二
校
が
あ
り
、
今
年
四

月
一
日
現
在
で
小
学
校
児
童
数
が
四
千
五

百
六
十
二
人
、
中
学
校
生
徒
数
が
二
千
四

百
九
十
人
の
合
計
七
千
五
十
二
人
。
そ
れ

が
六
年
後
の
平
成
二
十
五
年
度
に
は
児
童

数
が
三
千
八
百
十
七
人
、
生
徒
数
が
二
千

　
　
二
百
二
十
四
人
の
合
計
六
千
四
十
一

　
　
人
と
な
り
、
約
千
人
も
減
少
し
ま
す
。

　
　
こ
う
し
た
減
少
傾
向
は
、
新
生
児
の

　
　
現
状
な
ど
か
ら
見
て
、
当
面
十
年
間

程
度
は
続
く
も
の
と
推
計
さ
れ
て
い
ま
す
。�

　
こ
の
よ
う
な
児
童
生
徒
数
の
減
少
状
況

を
踏
ま
え
、
検
討
委
員
会
で
は
小
規
模
校

の
保
護
者
な
ど
を
対
象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー

ト
な
ど
を
行
い
な
が
ら
さ
ま
ざ
ま
に
検
討
。

複
式
学
級
の
編
成
は
で
き
る
だ
け
避
け
、

学
校
規
模
で
は
小
学
校
で
十
二
学
級
か
ら

十
八
学
級
、
中
学
校
で
は
六
学
級
か
ら
十

二
学
級
が
望
ま
し
い
と
提
言
し
ま
し
た
。�

　
さ
ら
に
通
学
区
域
で
は
児
童
生
徒
の
学

習
環
境
を
最
優
先
と
し
、
複
式
学
級
の
解

消
や
適
正
規
模
化
の
た
め
、
旧
市
町
の
枠

を
超
え
た
見
直
し
も
考
慮
す
べ
き
と
し
ま

し
た
。
特
に
本
荘
南
中
と
本
荘
東
中
の
通

学
区
域
は
早
急
に
見
直
し
、
生
徒
数
の
不

均
衡
是
正
を
す
る
べ
き
と
し
て
い
ま
す
。�

　
ま
た
、
学
校
の
統
廃
合
に
つ
い
て
、
複

式
学
級
を
編
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
小

規
模
小
学
校
で
は
統
合
を
視
野
に
入
れ
た

検
討
の
継
続
と
、
小
・
中
学
校
の
連
携
・

統
合
な
ど
柔
軟
な
検
討
も
必
要
で
あ
る
と

し
、
教
師
の
確
保
と
適
正
な
配
置
に
つ
い

て
も
言
及
さ
れ
ま
し
た
。�

　
提
言
を
受
け
た
大
越
委
員
長
は
、「
今
後

は
こ
の
一
次
提
言
を
踏
ま
え
て
、
学
校
環

境
適
正
化
の
具
現
化
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を

立
て
る
こ
と
に
な
る
。
専
門
部
会
な
ど
も

構
成
し
、
第
二
次
提
言
の
検
討
を
し
て
い

た
だ
く
こ
と
に
し
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。�

�
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古
く
な
っ
た
学
校
の
改
築
と
合
わ
せ
て
、
少
子
化
に
伴
う�

児
童
生
徒
数
の
減
少
傾
向
に
ど
う
対
応
し
、
効
率
的
で
適
切�

な
学
校
運
営
を
図
っ
て
い
く
か
、
望
ま
し
い
学
校
環
境
の
在�

り
方
と
は
ー
。�

　
今
後
に
向
け
た
学
校
環
境
の
適
正
化
方
策
を
探
っ
て
き
た�

検
討
委
員
会
で
は
必
要
性
や
方
向
性
、
教
育
効
果
な
ど
を
勘�

案
し
、
こ
の
ほ
ど
第
一
次
提
言
を
ま
と
め
ま
し
た
。�

　
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。�

��

　
日
本
フ
ル
ブ
ラ
イ
ト
メ
モ
リ
ア
ル
基
金
に
よ
る
ア
メ
リ
カ�

合
衆
国
の
教
員
視
察
団
一
行
が
本
市
の
小
・
中
・
高
校
を
訪�

問
し
、
授
業
参
観
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。�

　
視
察
を
受
け
入
れ
た
学
校
で
は
、
授
業
の
公
開
や
児
童
生�

徒
と
の
交
流
を
図
る
と
と
も
に
、
先
生
方
と
の
意
見
交
換
が�

行
わ
れ
ま
し
た
。
主
な
視
察
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。�

��

望
ま
し
い
規
模
、適
正
な
通
学
区
は�

ア
メ
リ
カ
の
教
師
が
市
内
の
学
校
視
察�

宮田委員長（左）から大越教育委員長（右）へ提言書が手渡されました�

検
討
委
員
会
が
第
１
次
提
言�

２�

３�

市学校環境適正化検討委員会� （本田仲）�宮田 征文 委員長�

小さな学校にも配慮した提言としました�

ワシントン州モリネックスリッジ小学校� （米国教員・56歳）�シャーロット・フリンさん�

日本の生徒は親切で賢く、しっかりしていますね�

　
こ
の
視
察
は
、
日
米
の
教
育
交
流
を
目
的
に
、

日
本
政
府
の
拠
出
金
に
よ
り
日
米
教
育
委
員
会

（
フ
ル
ブ
ラ
イ
ト
）
が
運
営
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
。

一
九
五
二
年
以
降
、
五
十
年
以
上
に
わ
た
り
日

本
人
の
米
国
留
学
を
支
援
し
て
き
た
米
国
「
フ

ル
ブ
ラ
イ
ト
交
流
計
画
（
フ
ル
ブ
ラ
イ
ト
奨
学

金
）
」
に
対
し
、
日
本
政
府
が
謝
意
を
表
明
す

る
目
的
で
設
立
さ
れ
た
も
の
で
す
。
今
回
は
、

全
米
の
各
州
か
ら
選
抜
さ
れ
た
米
国
教
育
者
招

聘
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
二
十
人
が
来
日
し
ま
し
た
。�

　
一
行
は
六
月
十
八
日
、
秋
田
大
学
の
訪
問
に

続
い
て
柳
田
市
長
を
表
敬
訪
問
。
十
九
日
に
は

市
の
施
設
な
ど
を
巡
り
、
二
十
日
に
由
利
小
学

校
を
訪
問
し
ま
し
た
。�

　
由
利
小
で
は
、
六
年
生
の
英
語
活
動
や
五
年

生
の
書
道
、
一
年
生
の
七
夕
飾
り
作
り
な
ど
の

授
業
を
参
観
。
子
ど
も
た
ち
は
片
言
の
英
語
で

一
生
懸
命
話
し
か
け
、
筆
の
使
い
方
や
七
夕
飾

り
の
短
冊
の
付
け
方
を
教
え
た
り
し
て
、
米
国

教
員
た
ち
と
楽
し
く
交
流
し
ま
し
た
。�

　
翌
二
十
一
日
に
は
岩
城
中
学
校
を
視
察
。
美

術
や
英
語
の
授
業
な
ど
を
参
観
し
、
ゲ
ー
ム
を�

通
し
て
生
徒
と
の
ふ
れ
あ
う
姿
が
見
ら
れ
ま
し

た
。
全
員
で
木
刀
に
よ
る
打
ち
込
み
を
行
う
、

伝
統
の
「
全
校
武
道
」
も
披
露
さ
れ
、
米
国
の

教
員
た
ち
は
勇
ま
し
い
生
徒
の
姿
に
カ
メ
ラ
を

向
け
て
い
ま
し
た
。
二
十
二
日
に
本
荘
高
校
を

訪
ね
た
一
行
は
、
二
十
三
日
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

し
、
二
十
四
日
に
本
市
を
離
れ
て
秋
田
市
へ
向

か
い
ま
し
た
。�

　
各
学
校
で
の
授
業
参
観
後
は
、
市
内
の
先
生

方
と
米
国
教
員
が
自
由
に
意
見
を
交
換
。
視
察

を
受
け
入
れ
た
学
校
の
先
生
方
は
子
ど
も
と
の

か
か
わ
り
方
、
授
業
の
進
め
方
な
ど
に
つ
い
て

の
感
想
に
啓
発
を
受
け
、
「
ア
メ
リ
カ
の
先
生

に
普
段
の
授
業
を
公
開
す
る
と
い
う
こ
と
で
、

い
い
刺
激
に
な
っ
た
。
電
子
メ
ー
ル
の
ア
ド
レ

ス
を
交
換
し
た
の
で
、
今
後
も
情
報
交
換
や
、

子
ど
も
た
ち
も
含
め
た
交
流
を
続
け
て
い
け
れ

ば
」
「
生
徒
が
無
断
で
教
室
を
出
る
こ
と
も
な

く
、
規
範
意
識
・
し
つ
け
が
行
き
届
き
、
教
師

と
生
徒
が
と
も
に
尊
重
し
合
う
関
係
や
学
校
運

営
を
称
賛
さ
れ
た
。
良
い
校
風
、
伝
統
を
伸
ば

し
て
い
き
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。�

表敬訪問を受け、柳田市長があいさつ（6月18日）�
英語の授業で交流（6月21日）�

習字に挑戦！（6月20日）�

へ
い�



　
通
常
、
非
行
に
は
原
因
と
な
る
背
景
が
あ
る

と
さ
れ
ま
す
。
そ
の
一
つ
が
親
へ
の
反
発
だ
っ

た
り
、
社
会
や
家
庭
内
で
の
孤
立
化
や
勉
強
の

遅
れ
に
よ
る
ス
ト
レ
ス
だ
っ
た
り
し
、
そ
れ
が

う
ま
く
解
消
で
き
ず
に
蓄
積
し
て
非
行
に
走
る

ケ
ー
ス
が
多
い
と
言
わ
れ
ま
す
。�

　
非
行
防
止
の
た
め
に
は
、
こ
う
し
た
「
揺
れ

る
子
ど
も
の
心
」
を
親
や
家
族
が
し
っ
か
り
と

キ
ャ
ッ
チ
す
る
こ
と
。
そ
し
て
常
に
身
近
な
存

在
と
し
て
、
一
緒
に
考
え
る
こ
と
が
重
要
で
す
。�

　
近
年
の
子
ど
も
の
非
行
は
昔
と
違
い
、
判
断

が
付
き
に
く
く
、
見
た
目
は
普
通
の
子
が
、
影

で
非
行
に
走
る
場
合
が
ほ
と
ん
ど
と
も
言
わ
れ

ま
す
。
「
う
ち
の
子
に
か
ぎ
っ
て
…
」
な
ど
と

は
思
わ
ず
、
注
意
深
く
観
察
し
、
早
め
に
兆
候

を
見
つ
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
生
活
態
度
に

次
の
よ
う
な
変
化
が
あ
っ
た
ら
、
特
に
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。�

※
非
行
の
前
兆
を
見
抜
く
ポ
イ
ン
ト�

◇
言
葉
遣
い
が
荒
く（
乱
暴
に
）な
る�

◇
生
活
習
慣
が
不
規
則
に
（
帰
宅
の
遅
い
日
が

増
え
、
外
泊
す
る
よ
う
に
な
る
）�

◇
服
装
や
持
ち
物
の
変
化
（
高
価
な
物
や
派
手

な
ア
ク
セ
サ
リ
ー
を
付
け
る)�

�

◇
会
話
が
減
る
、
交
友
関
係
を
閉
ざ
す�

◇
部
屋
に
こ
も
り
、
家
族
を
入
れ
な
い�

◇
携
帯
電
話
の
通
話
料
が
高
額
に
な
る�

　
非
行
は
、
単
に
本
人
の
問
題
だ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
た
ば
こ
や
ア
ル
コ
ー
ル
飲
料
、
成
人

向
け
雑
誌
や
ビ
デ
オ
な
ど
が
比
較
的
容
易
に
手

に
入
る
よ
う
な
状
況
に
は
な
い
と
断
言
で
き
る

で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
携
帯
電
話
が
普
及
し
、

家
庭
用
パ
ソ
コ
ン
な
ど
か
ら
も
気
軽
に
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
が
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と

で
、
有
害
情
報
や
出
会
い
系
サ
イ
ト
な
ど
へ
の

ア
ク
セ
ス
で
被
害
を
受
け
る
と
い
っ
た
弊
害
な

ど
も
大
き
な
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。�

　
子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境
は
複
雑
さ
を

増
し
、
必
ず
し
も
芳
し
い
と
は
言
え
な
い
状
況

で
す
が
、
家
庭
や
地
域
が
子
ど
も
た
ち
を
見
守

り
、
よ
り
よ
い
環
境
づ
く
り
に
努
め
て
い
く
こ

と
で
改
善
と
予
防
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。�

　
子
ど
も
に
つ
い
て
の
不
安
や
お
悩
み
な
ど
は
、

次
の
相
談
窓
口
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。�

○
市
民
相
談
室
　
　
　
　
　
　
　
ー
６
２
５
１�

○
由
利
本
荘
警
察
署
少
年
係
　
　
ー
４
１
１
１�

○
県
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
「
ス
ギ
の
子
電
話
相

談
」
　
　
　
　
０
１
８
ー
８
２
３
ー
０
３
０
３

○
県
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
「
す
こ
や
か
電
話
相

談
」
　
　
　
　
０
１
２
０
ー
３
７
７
ー
８
０
４�

○
秋
田
い
の
ち
の
電
話
「
心
の
悩
み
相
談
」
　

　
　
　
　
　
　
０
１
８
ー
８
６
５
ー
４
３
４
３

○
秋
田
地
方
法
務
局
本
荘
支
局
「
人
権
・
い
じ

め
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
　
　
　
　
　
ー
４
２
６
６�
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夏
休
み
を
前
に
、
親
と
家
族
、�

地
域
で
考
え
ま
し
ょ
う�

４�

　
◇
夏
休
み
中
の
高
校
生
の
生
活
心
得�

●
禁
止
事
項
　
①
夜
間
の
外
出
・
無
断
外

泊
、
②
パ
チ
ン
コ
店
・
喫
茶
店
な
ど
へ
の

出
入
り
、
③
飲
酒
・
喫
煙
を
伴
う
カ
ラ
オ

ケ
ボ
ッ
ク
ス
の
利
用
、
④
飲
酒
・
喫
煙
・

薬
物
乱
用
、
⑤
自
転
車
の
並
進
や
二
人
乗

り
・
傘
差
し
な
ど
、
⑥
自
動
車
運
転
免
許

な
ど
の
無
許
可
で
の
取
得�

●
学
校
の
許
可
を
必
要
と
す
る
事
項
　
①

ア
ル
バ
イ
ト
（
夜
間
業
務
な
ど
は
不
許

可
）
、
②
校
外
の
集
会
な
ど
へ
の
参
加
や

旅
行
（
同
級
会
は
昼
間
、
出
身
校
で
開
催
、

恩
師
が
参
加
す
る
も
の
に
限
る
）
、
③
登

山
、
キ
ャ
ン
プ
、
旅
行
な
ど�

▼
主
体
　
由
利
本
荘
・
に
か
ほ
六
高
校
生

徒
指
導
連
絡
協
議
会
（
事
務
局
／
県
立
西

目
高
校
）�

　
長
い
休
み
を
、
勉
強
や
ス
ポ
ー
ツ
、
家
族
と
の
ふ
れ
あ
い
な
ど�

に
ど
う
生
か
す
か
が
大
切
な
夏
休
み
。
目
標
を
持
っ
て
頑
張
る
子�

ど
も
た
ち
が
い
る
一
方
、
開
放
感
か
ら
非
行
や
犯
罪
行
為
に
か
か�

わ
っ
て
し
ま
う
子
ど
も
も
し
ば
し
ば
見
ら
れ
ま
す
。�

　
豊
か
な
次
代
へ
は
ば
た
く
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
は
、�

地
域
の
大
き
な
願
い
。
親
や
家
族
は
も
ち
ろ
ん
、
地
域
ぐ
る
み
で�

考
え
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。�

242323

非行の前兆と予防策�

　ふれあいや対話により地域力を強め、犯罪や非行を防�
ぎ、犯罪や非行に陥った人たちの立ち直りを助けること�
へご理解とご協力、そして幅広いご参加をお願いします。�

７月は「社会を明るくする運動」強調月間�

青少年の非行問題に取り組む全国強調月間�

　
市
内
の
少
年
補
導
の
実
状
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
―
。
管
轄
の
由
利
本
荘
警
察
署
の
少
年

担
当
者
か
ら
実
態
を
う
か
が
い
ま
し
た
。
（
職

務
上
、
写
真
の
掲
載
な
ど
は
見
合
わ
せ
ま
す
）�

�

　
昨
年
は
、
刑
法
犯
で
二
十
六
人
、
家
出
な
ど

の
ぐ
犯
行
為
で
五
人
を
検
挙
し
、
喫
煙
で
二
百

三
十
八
人
、
深
夜
徘
徊
で
二
百
五
十
人
、
不
良

交
友
で
二
十
二
人
な
ど
、
合
わ
せ
て
五
百
四
十

九
人
を
不
良
行
為
で
補
導
し
ま
し
た
。
す
べ
て

が
市
内
の
少
年
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
大
き
な

数
字
で
す
。
有
職
少
年
が
約
　
％
で
す
が
、
中

学
生
も
多
く
、
低
年
齢
化
、
グ
ル
ー
プ
化
し
て

い
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
ま
す
。�

　
問
題
な
の
は
、
こ
う
し
た
こ
と
を
当
の
親
が

わ
か
ら
な
い
で
い
る
事
例
が
多
い
こ
と
で
す
。

携
帯
電
話
で
子
ど
も
と
連
絡
が
通
じ
れ
ば
、
顔

を
見
な
く
て
も
安
心
し
き
っ
て
い
る
よ
う
な
と

こ
ろ
が
あ
り
、
問
題
の
根
は
深
い
と
言
え
ま
す
。�

子
ど
も
た
ち
は
、
自
分
の
居
場
所
が
な
く
な
る

と
、
「
誰
か
ら
も
必
要
と
さ
れ
て
い
な
い
の
で

は
な
い
か
」
と
考
え
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。
地

域
の
皆
さ
ん
に
は
、
子
ど
も
た
ち
に
積
極
的
に

目
を
向
け
、
言
葉
を
か
け
て
も
ら
い
た
い
。
そ

れ
が
健
全
に
、
の
び
の
び
と
育
て
る
環
境
づ
く

り
の
基
本
に
な
る
か
ら
で
す
。
学
校
単
位
の
見

守
り
隊
活
動
な
ど
に
は
高
い
効
果
が
あ
り
、
ぜ

ひ
継
続
し
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。�

　
ま
た
、
子
ど
も
の
携
帯
電
話
に
は
、
有
害
サ

イ
ト
へ
の
接
続
を
遮
断
す
る
「
フ
ィ
ル
タ
リ
ン

グ
」
を
か
け
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
利

用
方
法
は
、
最
寄
り
の
携
帯
電
話
販
売
店
ま
た

は
由
利
本
荘
警
察
署
少
年
係
（
　
　
―
４
１
１

１
）
、
や
ま
び
こ
電
話
（
　
０
１
８
―
８
２
４

―
１
２
１
２
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。�

３７�

２３�

由利本荘・にかほ六高校生徒指導連絡協議会� （西目高校長）�貴俵 文男会長�

地域の模範になる高校生に！�

市内の小学生の3.1％、中学生の�
13.1％が携帯電話を所持�

注
意
を
要
す
る
事
例
（
文
部
科
学
省
の
啓
発
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
か
ら
）�

　携帯電話を持つ子どもの数は増加傾向にあり、平成�
18年度の調査では、市内の小学生の約3.1％、中学生で�
は13.1％が携帯電話を持っています。�
　しかし、有害サイトへの接続をブロックするフィルタリ
ングサービスの活用はあまり進んでいないのが現状です。�
　また、「プロフ」と呼ばれる自己紹介サイトが流行して
います。プロフとはプロフィル（プロフィール）の略称で、
写真の掲載や掲示板にメッセージを書き込むこともできま
す。これらは、不特定多数の人が閲覧することも可能で、
知らず知らずのうちに個人情報を自ら流失させてしまって
いたり、別の人になりすまして、悪意のある情報を流した
りなどの事例も起こっています。�
　携帯電話は、「いつでも」「どこでも」「誰とでも」連
絡や情報のやりとりのできる便利な道具ですが、顔の見え
ないコミュニケーションであり、大人社会にも直接つなが
っているという面もあります。�
　子どもに携帯電話を持たせる必要がある場合は、親子で
しっかり話し合い、使い方の約束を決めるとともに、フィ
ルタリングサービスを活用して事件や事故に巻き込まれな
いよう注意することが大切です。�

・�
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市
の
今
、
将
来
を
考
え
る
機
会
に�

 
ま
ち
づ
く
り
宅
配
講
座�

５�◇
メ
ニ
ュ
ー
　
　
　
掲
載
の
表
の
と
お
り�

◇
開
催
日
時
　
年
末
年
始
を
除
く
、
午
前

九
時
〜
午
後
八
時
で
、
一
回
当
た
り
一
時

間
三
十
分
以
内
（
日
時
調
整
の
場
合
あ

り
）
。�

◇
会
場
　
市
内
公
民
館
な
ど
、
ど
こ
で
も

結
構
で
す
が
、
会
場
の
手
配
、
準
備
、
会

場
使
用
料
な
ど
は
申
し
込
み
さ
れ
た
方
の

負
担
と
な
り
ま
す
。�

◇
対
象
　
町
内
会
・
団
体
・
グ
ル
ー
プ
な

ど
、
原
則
十
人
以
上
。
※
営
利
目
的
ま
た

は
収
益
的
事
業
な
ど
は
対
象
外�

◇
申
し
込
み
方
法
　
希
望
す
る
講
座
に
つ

い
て
申
し
込
み
前
に
、日
程
・
会
場
な
ど
を

講
座
担
当
課
と
直
接
電
話
相
談
の
う
え
決

定
し
、
「
講
師
派
遣
申
込
書
」
に
ご
記
入

の
う
え
、
三
週
間
前
ま
で
に
、
そ
の
講
座

担
当
課
へ
直
接
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
に
よ
る
申
し
込
み
で
も
構

　
　
　
　
　
　
　
い
ま
せ
ん
。
要
項
お
よ
び

　
　
　
　
　
　
　
申
込
書
は
、
本
庁
お
よ
び

　
　
　
　
　
　
　
各
総
合
支
所
、
各
社
会
教

　
　
　
　
　
　
　
育
施
設
に
備
え
付
け
て
い

　
　
　
　
　
　
　
ま
す
。�

　
　
　
　
　
　
　
　
講
座
開
催
後
は
「
実
施

報
告
書
」
を
生
涯
学
習
推
進
課
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。�

申
し
込
み
料
　
原
則
無
料
（
資
料
代
を
い
た

だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
）�

�

★
講
座
メ
ニ
ュ
ー
に
な
い
講
座
に
つ
い
て
も

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。�

◎
講
座
申
し
込
み
先
（
郵
送
時
送
付
先
）�

▽
番
号
１
〜
　
　
本
庁
各
課�

　
〒
○
一
五
―
八
五
○
一
　
尾
崎
　
　
市
役

所
「
○
○
課
」
　
○
○
に
、
講
座
担
当
課
名

を
必
ず
記
入
願
い
ま
す�

�

▽
番
号
　
〜
　
　
市
役
所
第
２
庁
舎
教
育
委

員
会
／
問
い
合
わ
せ
先
に
同
じ�

  

こ
の
う
ち
、
講
座
担
当
課
が
各
地
域
の
場

合
は
、
総
合
支
所
・
教
育
事
務
所
の
各
課
窓

口
へ
。�

　
ま
ち
づ
く
り
宅
配
講
座
は
、
市
の
職
員
が
、
地
域
で
行
わ
れ
る
集
会
や�

団
体
の
会
議
、
学
校
の
授
業
な
ど
に
お
伺
い
し
、
市
の
事
業
や
行
事
な
ど�

を
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
な
が
ら
、
学
習
活
動
の
お
手
伝
い
を
す
る
講
座�

で
す
。
市
が
重
点
的
に
取
り
組
む
事
業
や
、
安
心
・
安
全
、
福
祉
な
ど
住�

民
の
生
活
に
関
係
の
深
い
テ
ー
マ
を
用
意
し
て
い
ま
す
。�

　
皆
さ
ん
の
も
と
へ
、
市
職
員
が
市
政
に
つ
い
て
の
説
明
に
伺
い
ま
す
の�

で
、
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。�

�

１７�

問い合わせ先�

「
ま
ち
づ
く
り
宅
配
講
座
」
で
健
康
づ
く
り
―
―�

　
　
　
　
　
　
　
（
一
昨
年
、
北
内
越
公
民
館
で
）�

由利耕心大学事務局長� （西目町沼田・90歳）�佐々木 忻吾さん�

出前講座はよい制度  利用を勧めたい�

３０�

３１�

４０�

ペ
ー�

ジ�

１１�

分類� 時間� 担当課� 電話番号� FAX番号�番号� 講座名� 講座内容�

１１�Ｙｕｒｉｈｏｎｊｏ  ｃｉｔｙ  ｐｕｂｌｉｃ  Ｒｅｌａｔｉｏｎｓ.   ２００７�

由利本荘市総合発展計画について��

お知らせします 　市の家計簿�

情報公開制度について��

税金の話�

ごみの分別とリサイクル��

防災対策について��

高齢者と子どものための交通安全��

悪質商法に巻き込まれないために��

救命講習��

住宅防火�

食生活と健康づくり （Ａコース）��

食生活と健康づくり （Ｂコース）��

健康づくりについて��

楽しく子育てを��

知って安心　国民年金��

国民健康保険制度のしくみ��

高齢者医療制度のしくみ��

子育て支援制度について��

児童健全育成について��

高齢者福祉について��

介護保険制度のしくみ��

農業について��

畜産について��

漁業について��

農地転用申請と農業者年金制度��

由利本荘市の道づくり��

由利本荘市の川づくり��

由利本荘市の都市計画について��

由利本荘市の住宅施策について��

公共下水道事業について��

学校教育と家庭教育��

子どもの生活について語ろう��

学校給食について��

わがまちの文化財��

発掘された由利本荘��

図書館の上手な利用の仕方について��

健康スポーツ��

気軽にやってみよう ニュースポーツ�

生涯学習と公民館事業�

生涯学習教室などのご紹介�

フライングディスク、ペタンク、ミニテニス、�
キンボールなどのゲームの楽しみ方について�
生涯学習の推進と公民館各種講座などの�
活用について�

生涯学習公開講座などの概要を紹介�

24-6226�

24-6220�

24-6212�

24-6301�

24-6253�

24-6254�

24-6254�

24-6251�

22-4282�

22-4282�

22-1834�

22-1834�

�

�

24-6246�

24-6245�

24-6244�

24-6319�

24-6319�

24-6321�

24-6321�

24-6353�

24-6354�

24-6355�

24-6258�

24-6330�

24-6330�

24-6332�

24-6334�

24-6344�

24-6283�

24-6283�

24-6289�

24-6288�

24-6288�

22-4900�

24-6287�

24-6287�

53-2245�

24-6284

23-1322�

23-3226�

23-3226�

27-1052�

24-6396�

24-6396�

24-6396�

24-6396�

23-2748�

23-2748�

24-0481�

24-0481�

�

�

23-2948�

23-2948�

23-2948�

24-0480�

24-0480�

24-0480�

24-0480�

22-5107�

22-5107�

22-5107�

24-6396�

24-6394�

24-6394�

24-1599�

24-1599�

24-1599�

24-2547�

24-2547�

24-2547�

24-2547�

24-2547�

23-4903�

23-6624�

23-6624�

53-2992�

23-6624

３０分�

３０分�

６０分�

６０分�

６０分�

４５分�

６０分�

３０分�

�

６０分�

６０分�

６０分�

６０分�

６０分�

３０分�

３０分�

３０分�

４５分�

３０分�

４５分�

４５分�

４０分�

４０分�

４０分�

４０分�

３０分�

３０分�

６０分�

３０分�

２０分�

４５分�

４５分�

３０分�

�

�

３０分�

�

�

６０分�

企画調整課�

財政課�

総務課�

税務課�

生活環境課�

生活環境課�

生活環境課�

生活環境課�

�

�

健康管理課�

健康管理課�

�

�

市民生活課�

市民生活課�

市民生活課�

子育て支援課�

子育て支援課�

長寿支援課�

長寿支援課�

農業水産課�

農業水産課�

農業水産課�

農業委員会�

建設管理課�

建設管理課�

都市計画課�

都市計画課�

上下水道課�

学校教育課�

学校教育課�

学校教育課�

文化課�

文化課�

本荘図書館�

スポーツ振興課�

スポーツ振興課�

�

生涯学習推進課�

生
活
と
安
全�

地
域
づ
く
り
と
産
業�

教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ�

福
　
祉
　
と
　
健
　
康�

市政運営の基本である総合発展計画の�
考え方や計画概要、推進状況について�

ごみの分別とリサイクル推進による�
地球温暖化防止と環境保全について�
・自主防災組織の必要性�
・地域・家庭での防災対策�
高齢者と子どもを対象にしたやさしい�
交通安全教室�
悪質商法の手口やトラブル事例を紹介�
し、未然に被害を防止する�

メタボリックシンドロームと食事バランス�
ガイドについて（中年層対象）�

生活習慣病を予防し、健康寿命を�
延ばすために�

国民年金制度の仕組みと給付の内容�
について�
国民健康保険制度の仕組みと給付の内容�
および国民健康保険事業の状況について�
後期高齢者医療制度のしくみと給付�
の内容について�

児童虐待などの児童を取り巻く環境�
について�

心肺蘇生法、応急手当など�

住宅火災警報器の条例化に伴う説明など�

高齢者の低栄養予防について�

子どもの健やかな成長と子育てについて�

子育て支援制度の内容について�

高齢者への福祉制度の内容について�
（介護保険制度を除く）�

畜産の現状と今後の在り方について�

施設整備と漁業の現状について�

農地を転用するための許可、手続き�
など農業者年金制度の改正について�

都市計画に関する制度と都市計画事業�
について�
市営住宅の概要と建築にかかわる制度�
について�

学校教育と家庭教育の現状と連携の�
在り方について�

ストレッチ、体操、ボールを使ったゲーム�
など軽スポーツ教室について�

本の借り方や探し方、図書館を利用しての調査�
の方法、読み聞かせサークルの紹介などについて�

市内の遺跡、出土品、発掘調査の成果に�
ついて�

大切な自然、生活を快適にする下水道�

よりよい子どもの生活の在り方について�

学校給食の概要と食育について�

市内の文化財の紹介�

介護保険制度の内容について�

農業の現状と課題について�

道路整備の現状、課題、展望について�

河川利用整備の現状、課題、展望について�

財政状況などについて�

情報公開制度の内容について�

税の種類と仕組みについて�

１�

２�

３�

４�

５�

６�

７�

８�

９�

１０�

１１�

１２�

１３�

１４�

１５�

１６�

１７�

１８�

１９�

２０�

２１�

２２�

２３�

２４�

２５�

２６�

２７�

２８�

２９�

３０�

３１�

３２�

３３�

３４�

３５�

３６�

３７�

３８�

３９�

４０�

６０分�
～９０分�
６０分�
～９０分�

６０分�
～９０分�
６０分�
～９０分�

３０分�
～６０分�

６０分�
～１８０分�

消防本部�
警防課�
消防本部�
予防課�

市
　 

政�

由利教育事務所�
生涯学習課�

※各総合支所 福祉保健課／矢島 ５５-４９６０   岩城 ７３-３１７５   由利 ５３-４１２６   大内 ６５-２８１０�
　　　　　（保健センター）   東由利 ６９-２１１８   西目  ３３-３９８３   鳥海 ５７-３５０１�

健康管理課�
各総合支所福祉保健課�
健康管理課�

各総合支所福祉保健課�

22-1834�

22-1834

24-0481�

24-0481
※このページの下段参照�

※このページの下段参照�
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土
地
改
良
区
連
絡
協
議
会
や
子
吉
川
市
民
会
議
、
各
地
域
の
町

内
会
長
連
絡
協
議
会
な
ど
二
十
七
団
体
で
構
成
す
る
鳥
海
ダ
ム
の

建
設
を
促
進
す
る
市
民
の
会
（
佐
々
木
紘
一
会
長
）
が
、
一
日
も

早
く
鳥
海
ダ
ム
が
建
設
着
手
さ
れ
る
よ
う
、
六
月
十
四
日
、
延
べ

五
万
八
百
八
十
九
名
の
署
名
簿
を
添
え
た
要
望
書
を
、
柳
田
市
長

は
じ
め
鳥
海
ダ
ム
調
査
事
務
所
の
菅
原
信
雄
所
長
な
ど
に
提
出
し

ま
し
た
。 

　
始
め
に
、
市
民
の
会
の
構
成
団
体
の
代
表
者
が
、
五
月
一
日
か

ら
六
月
八
日
ま
で
の
署
名
活
動
に
寄
せ
ら
れ
た
署
名
簿
を
持
っ
て
、

柳
田
市
長
と
井
島
市
議
会
議
長
を
訪
問
。
鳥
海
ダ
ム
建
設
に
期
待

を
寄
せ
て
い
る
多
く
の
市
民
の
声
が
署
名
簿
に
込
め
ら
れ
て
い
る

こ
と
を
伝
え
、
国
や
県
に
強
く
働
き
か
け
て
も
ら
え
る
よ
う
要
望

し
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
柳
田
市
長
と
井
島
議
長
は
「
五
万
人

を
超
え
る
署
名
は
県
も
国
も
重
く
受
け
止
め
て
く
れ
る
は
ず
で
す
。

努
力
に
報
い
る
よ
う
、
強
く
働
き
か
け
た
い
」
と
市
民
の
会
の
活

動
を
た
た
え
ま
し
た
。 

　
続
い
て
鳥
海
ダ
ム
調
査
事
務
所
を
訪
れ
た
一
行
は
、 

署
名
簿
を
積
み
上
げ
た
机
の
前
で
菅
原
所
長
に
要
望

書
を
提
出
。
菅
原
所
長
は
「
常
々
、
ダ
ム
の
早
期
実

現
の
声
は
届
い
て
い
ま
す
が
、
今
日
た
く
さ
ん
の
署

名
簿
が
届
け
ら
れ
た
こ
と
を
国
土
交
通
省
に
話
し
、

皆
さ
ん
の
期
待
に
応
え
た
い
」
と
、
短
期
間
で
集
め

ら
れ
た
五
万
名
を
超
え
る
署
名
の
熱
意
を
伝
え
る
こ

と
を
約
束
し
ま
し
た
。 

　
同
日
市
民
の
会
は
、
県
由
利
振
興
局
に
も
要
望
書

を
提
出
。
今
後
も
さ
ら
に
要
望
活
動
や
先
進
地
視
察

を
続
け
、
鳥
海
ダ
ム
の
早
期
建
設
着
手
、
地
域
の
水

源
確
保
に
向
け
て
、
関
係
機
関
に
力
強
く
働
き
か
け

て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。 

 

鳥
海
ダ
ム
早
期
建
設
の 

要
望
書
を
提
出 

▼鳥海ダム調査事務所 
　菅原所長にも要望書 
　を提出 

市長に説明 

　
　
本
荘
由
利
産
業
科
学
技
術
振
興
財
団
（
理
事
長
・
柳
田

市
長
）
が
行
う
助
成
の
平
成
十
九
年
度
対
象
事
業
が
決
定
し
、

六
月
十
五
日
、
本
荘
由
利
産
学
共
同
研
究
セ
ン
タ
ー
で
助
成

決
定
通
知
書
交
付
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
助
成
は
、
県
立
大
シ
ス
テ
ム
科
学
技
術
学
部
の
教
員
・

学
生
が
行
う
研
究
活
動
の
う
ち
、
本
荘
由
利
地
域
に
お
け
る

科
学
技
術
の
教
育
お
よ
び
研
究
の
振
興
と
地
域
の
発
展
に
寄

与
す
る
と
認
め
ら
れ
る
事
業
に
つ
い
て
助
成
を
行
う
も
の
で
、

今
年
度
は
教
員
を
対
象
と
し
た
「
調
査
研
究
」
事
業
三
件
に

計
二
百
万
円
、
学
生
を
対
象
と
し
た
「
ベ
ン
チ
ャ
ー
自
主
研

究
」
事
業
五
件
に
計
百
万
円
、
同
じ
く
「
国
際
交
流
」
事
業

九
件
に
計
百
二
十
万
円
、
全
十
七
事
業
に
総
額
四
百
二
十
万

円
の
助
成
が
決
定
し
ま
し
た
。
交
付
式
で
は
、
助
成
決
定
者

一
人
一
人
に
対
し
、
渡
部
充
事
務
局
顧
問
か
ら
助
成
決
定
通

知
書
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。 

　
調
査
研
究
事
業
部
門
に
お
い
て
、「
先
端
材
料（
ナ
ノ
材
料
）

の
機
械
的
強
度
に
関
す
る
基
礎
調
査
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
研

究
に
七
十
万
円
の
助
成
決
定
を
受
け
た
岡
安
光
博
助
教
が
助

成
決
定
者
を
代
表
し
、「
無
駄
の
な
い
よ
う
大
切
に
使
わ
せ
て

い
た
だ
き
た
い
。
市
民
・
県
民
の
方
々
の
協
力
が
あ
っ
て
こ
そ

の
大
学
。
何
ら
か
の
形
で
地
域
貢
献
を
し
て
、
恩
返
し
が
出

来
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
」
と
今
後
の
研
究
に
対
す
る
決
意

を
語
り
ま
し
た
。 

助
成
決
定
通
知
書
を
受
け
取
り
、
決
意
も
新
た
な
学
生
た
ち 

事
業
に
総
額
　
万
円
の
助
成 
１７ 

４２０ 

　
秋
田
大
学
卒
業
。
平
成
十
五
年
県
立
由
利
高 

等
学
校
校
長
、
平
成
十
九
年
県
生
涯
学
習
セ
ン 

タ
ー
学
習
指
導
員
兼
女
性
教
育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー 

（
非
常
勤
）。 

議会 

【教育委員会委員】 

鈴木 タキ氏（62歳・埋田） 

教
育
委
員
に 

  

鈴
木
タ
キ
氏
を
選
任 

届
け
５
万
人
の
熱
意
―
― 

　
明
る
く
住
み
よ
い
社
会
環
境
づ
く

り
に
貢
献
し
た
個
人
、
団
体
な
ど
を

表
彰
し
て
い
る
　
日
本
善
行
会
（
川

村
皓
章
会
長
）
の
春
季
善
行
表
彰
で
、

鶴
舞
小
学
校
（
齋
藤
光
正
校
長
・
児

童
数
四
百
八
十
人
）
と
西
目
小
学
校

（
三
浦
律
子
校
長
・
児
童
数
三
百
二
十

人
）
が
青
少
年
善
行
表
彰
を
受
け
ま

し
た
。
善
行
表
彰
は
例
年
春
と
秋
の

二
回
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
度

表
彰
を
受
け
た
の
は
、
県
内
で
は
二

校
だ
け
で
す
。 

　
鶴
舞
小
学
校
は
、
平
成
八
年
度
か

ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
委
員
会
が
中
心
と

な
っ
て
プ
ル
タ
ブ
回
収
に
取
り
組
み
、

市
内
の
養
護
学
校
に
車
椅
子
を
寄
贈

し
ま
し
た
。
今
で
は
保
護
者
も
一
体

と
な
っ
て
空
き
缶
回
収
に
も
取
り
組

み
、
地
域
の
環
境
美
化
に
一
役
買
っ

て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
平
成
九
年
度
か
ら
始
め
た

あ
い
さ
つ
運
動
は
、「
め
ざ
そ
う
あ
い

さ
つ
世
界
一
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、

児
童
会
主
導
の
も
と
、
地
域
に
も
広

が
り
を
見
せ
て
き
て
い
ま
す
。
気
持

ち
の
良
い
あ
い
さ
つ
で
一
日
の
ス
タ

ー
ト
を
切
っ
た
子
ど
も
た
ち
は
、
さ

わ
や
か
な
気
持
ち
で
毎
日
の
学
習
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

　
西
目
小
学
校
は
、
昭
和
二
十
九
年

か
ら
半
世
紀
以
上
に
わ
た
り
、
地
域

の
西
目
幼
稚
園
児
と
一
緒
に
登
校
し
、

小
学
校
に
隣
接
す
る
幼
稚
園
ま
で
送

り
届
け
る
と
い
う
活
動
を
続
け
て
い

ま
す
。
幼
稚
園
バ
ス
が
運
行
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
今
で
も
、
登
校
班
の

中
に
は
幼
稚
園
の
年
長
児
が
混
じ
っ

て
、
小
学
校
の
お
兄
さ
ん
、
お
姉
さ

ん
に
手
を
引
か
れ
な
が
ら
登
園
し
て

お
り
、
異
年
齢
間
の
交
流
の
輪
が
広

が
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
同
校
の
Ｊ

Ｒ
Ｃ
（
青
少
年
赤
十
字
）
委
員
の
呼

び
か
け
の
も
と
、
プ
ル
タ
ブ
回
収
や

空
き
缶
回
収
に
も
取
り
組
み
、
地
域

の
老
人
介
護
施
設
に
車
椅
子
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。 

 

　
二
校
は
こ
の
よ
う
な
長
年
に
わ
た

る
善
行
活
動
が
高
く
評
価
さ
れ
、
公

共
生
活
へ
の
貢
献
部
門
で
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

写
真
・
上
／
鶴
舞
小
学
校
で
。
左
か
ら
児

童
会
本
部
役
員
・
鈴
木
友
香
さ
ん（
六
年
）、

齋
藤
校
長
、
児
童
会
本
部
役
員
・
工
藤
大

希
く
ん（
六
年
） 

写
真
・
下
／
西
目
小
学
校
で
。
左
か
ら
三

浦
校
長
、
Ｊ
Ｒ
Ｃ
委
員
会
委
員
長
・
釜
台

佳
祐
く
ん（
六
年
）、
登
校
班
班
長
の
代
表
・

相
庭
綾
香
さ
ん（
六
年
） 

善行表彰 鶴舞小 
西目小 

が 

（財） 
本荘由利 

産業科学技術 
振興財団 

　
六
月
七
日
に
召
集
さ
れ
た
平
成
十
九
年
第
二

回
市
議
会
定
例
会
で
、
教
育
委
員
会
委
員
に
鈴

木
タ
キ
氏
を
選
任
す
る
こ
と
に
つ
い
て
同
意
さ

れ
ま
し
た
。 

（財） 

（社） 



　
　
「
第
二
十
七
回
さ
つ
き
ま
つ
り
」
が
市
営
さ

つ
き
栽
培
セ
ン
タ
ー
で
五
月
十
九
日
か
ら
六
月

十
七
日
ま
で
行
わ
れ
、
延
べ
千
五
百
人
が
訪
れ
、

咲
き
誇
る
さ
つ
き
を
堪
能
し
ま
し
た
。

　

期
間
中
は
、
市
内
の
さ
つ
き
愛
好
家
が
丹
精

込
め
て
育
て
た
鉢
植
え
五
十
九
点
が
出
品
さ
れ

た
さ
つ
き
展
示
会
も
開
催
。
さ
ま
ざ
ま
な
形
に

整
形
さ
れ
、
一
本
の
木
か
ら
数
色
の
花
が
咲
き

分
か
れ
る
見
事
な
さ
つ
き
に
、
訪
れ
た
観
客
は

感
嘆
の
声
を
上
げ
な
が
ら
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
六
月
十
日
に
行
わ
れ
た
さ
つ
き
整
形

講
習
会
に
は
十
三
人
が
参
加
。
日
本
一
の
さ
つ

き
の
産
地
・
栃
木
県
鹿
沼
市
の
花
木
セ
ン
タ
ー

公
社
の
職
員
の
指
導
の
も
と
、
真
剣
な
表
情
で

剪
定
や
植
え
替
え
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

　

西
目
小
学
校
の
鈴
木
実
先
生

　
（
三
十
八
歳
・
湯
沢
市
）
が
、

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て

パ
ラ
オ
に
約
二
年
間
派
遣
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

現
地
の
小
学
校
の
先
生
と
し
て
、

主
に
低
学
年
の
算
数
を
指
導
す
る

鈴
木
さ
ん
は
、「
西
目
小
学
校
の

四
年
生
（
現
五
年
生
）
と
『
夢
』

に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
時
、
目
を

輝
か
せ
て
自
分
の
夢
を
考
え
て
い

る
子
ど
も
た
ち
を
見
て
、
自
分
も

　
『
今
さ
ら
』で
は
な
く『
今
か
ら
』

夢
を
追
い
か
け
た
い
と
い
う
気
持

ち
が
強
く
な
り
ま
し
た
。
た
く
さ

ん
の
先
生
た
ち
や
秋
田
の
子
ど
も

た
ち
と
学
ん
で
き
た
経
験
を
、
パ

ラ
オ
の
小
学
生
の
た
め
に
生
か
し

た
い
」
と
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。
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※取材を通し、コメントをおうかがいしました。

色とりどりのさつきが観客を魅了

ＪＩＣＡボランティアとしてパラオへ
鈴木実先生（西目小教員）

笑
顔
で
抱
負
を
語
っ
た
鈴
木
さ
ん

由利小の子どもたちが水辺環境体験学習
　

由
利
小
学
校
（
佐
藤
金
市
校
長
）
の
三
年
生
四
十
四
人
が

六
月
二
十
一
日
、
西
滝
沢
水
辺
プ
ラ
ザ
で
水
辺
環
境
体
験
学

習
を
行
い
ま
し
た
。

　

身
近
な
自
然
環
境
・
子
吉
川
を
利
用
し
、
自
然
で
学
ぶ
楽

し
さ
や
豊
か
な
環
境
を
実
感
し
て
、
水
と
緑
の
環
境
を
守
る

こ
と
の
大
切
さ
を
学
ぶ
水
辺
環
境
学
習
。
こ
の
日
は
み
ん
な

で
サ
ク
ラ
マ
ス
の
稚
魚
約
二
千
匹
を
放
流
し
た
り
、
水
め
が

ね
を
使
っ
て
水
中
の
生
物
を
観
察
し
た
り
、
い
け
す
で
ヤ
マ

メ
を
つ
か
み
取
り
し
て
塩
焼
き
に
し
て
食
べ
た
り
と
、
川
の

恵
み
と
触
れ
合
う
さ
ま
ざ
ま
な
学
習
体
験
を
し
て
、
川
辺
に

は
子
ど
も
た
ち
の
楽
し
そ
う
な
歓
声
が
響
き
渡
り
ま
し
た
。

さつき整形講習会
に参加
松田　智さん
　（56歳・
山形県酒田市）

　整形講習会への参加は
５、６回目になります。
さつき栽培を本格的に始
めたのは講習会参加後で
すが、素材選びなどの
ルールが分かってくるに
つれ、年々さつきに対す
る見方が違ってきます。
勉強になりますね。

さつきは私にとって「癒し」の世界です

裏千家矢島お茶の会
佐藤　典さん
　（78歳・

矢島町元町）

　恵まれた自然の中、歴

史的に由緒ある交流館で

有意義な茶会を終えるこ

とができました。会員の

皆さんとともに心から感

謝しております。

矢島茶会への関心の高まり、
大変うれしく思います

伊藤みゆきさん
　（40歳・西小人町）

　娘が通う小学校の広報
紙で花いっぱい活動を知
り、美しい花で選手や役
員の皆さんを気持ちよく
迎えることができれば
と、一人一役と思って参
加しました。
　大会でも応援に来ます。

親子で友水公園の花植えに参加しました

▲焼きたてのヤマメ、おいしいなぁ !

▲ずらり並んだ見事な
　さつき

▲剪定のコツを習得

▲サクラマスの稚魚を放流

　

矢
島
地
域
の
歴
史
交
流
館
「
道
益
苑
」
と
生
駒
氏
の

菩
提
寺
で
あ
る
金
嶺
山
龍
源
寺
で
、
生
駒
顕
彰
会
（
佐

藤
清
圓
会
長
）
主
催
に
よ
る
「
矢
島
茶
会
と
声
楽
の
夕

べ
」
が
六
月
十
七
日
開
催
さ
れ
ま
し
た
。（
写
真
）

　

こ
の
茶
会
は
、
か
つ
て
矢
島
を
治
め
た
生
駒
藩
三

代
･
生
駒
正
俊
公
の
正
室
と
遠
州
流
茶
道
の
流
祖
・
小

堀
遠
州
公
の
正
室
が
津
藩
大
名
･
藤
堂
高
虎
公
の
養
女

で
あ
る
と
い
う
縁
で
結
ば
れ
て
お
り
、
四
百
年
に
お
よ

ぶ
両
家
の
深
い
つ
な
が
り
を
し
の
ん
で
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
日
は
、
道
益
苑
に
茶
道
裏
千
家
、
龍
源
寺
に

茶
道
遠
州
会
の
茶
席
が
設
け
ら
れ
、
市
内
外
か
ら
約
二

百
五
十
人
が
参
加
。
茶
道
具
や
掛
け
軸
な
ど
の
説
明
に

耳
を
傾
け
、
お
茶
を
味
わ
い
な
が
ら
、
ゆ
っ
く
り
と
流

れ
る
時
間
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
茶
会
の
後
、
龍
源
寺
本
堂
で
行
わ
れ
た
下
垣

真
希
ソ
プ
ラ
ノ
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、
下
垣
さ
ん
の
澄
ん

だ
歌
声
が
、
聴
衆
の
心
を
つ
か
ん
で
い
ま
し
た
。

　

本
荘
公
民
館
と
文
化
課
の
共
催
に
よ
る
市
民
講
座
「
平

泉
に
学
ぶ
〜
歴
史
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
〜
」
が
六
月

十
日
行
わ
れ
、
世
界
遺
産
登
録
を
目
指
す
岩
手
県
平
泉
町

の
世
界
遺
産
推
進
室
・
八
重
樫
忠
郎
さ
ん
が
、
そ
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
語
り
ま
し
た
。

　

八
重
樫
さ
ん
は
、「
文
化
遺
産
は
観
光
客
を
呼
び
、
地

域
を
元
気
に
す
る
要
素
に
な
る
。
世
界
遺
産
登
録
が
そ
の

き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と
考
え
て
い
る
」「
こ
れ
か
ら
の
観

光
は
、
平
泉
だ
け
で
は
な
く
、
岩
手
全
体
や
東
北
全
体
で

広
域
的
に
考
え
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
」
と
語
り
、

市
内
外
か
ら
集
ま
っ
た
二
十
三
人
の
参
加
者
は
、
メ
モ
を

取
り
な
が
ら
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　

近
づ
い
て
き
た
秋
田
わ
か
杉
国

体
の
本
大
会
に
向
け
、
全
国
か
ら

集
ま
る
選
手
た
ち
を
花
い
っ
ぱ
い

の
ま
ち
で
迎
え
よ
う
と
、
市
内
各

地
で
花
植
え
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

カ
ヌ
ー
競
技
が
行
わ
れ
る
子
吉

川
で
は
、
隣
接
す
る
友
水
公
園
と

せ
せ
ら
ぎ
パ
ー
ク
で
六
月
十
日
、

子
吉
川
市
民
会
議
が
花
壇
造
り
を

実
施
。
西
目
地
域
で
は
六
月
七
日
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
・
は
ま
な
す
会
ゆ
う

ゆ
う
作
業
所
の
十
四
人
の
皆
さ
ん

が
、
西
目
町
沼
田
の
国
道
７
号
沿

い
の
花
壇
に
、
千
株
の
ベ
ゴ
ニ
ア

を
植
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

西
目
高
校
（
貴
俵
文
男
校
長
・

生
徒
数
四
百
七
十
四
人
）
で
は
六

月
十
九
日
、
サ
ッ
カ
ー
競
技
の
会

場
と
な
る
西
目
カ
ン
ト
リ
ー
パ
ー

ク
に
設
置
す
る
プ
ラ
ン
タ
ー
に
、

約
五
百
株
の
花
を
移
植
し
、
岩
城

地
域
で
も
六
月
二
十
一
日
、
ウ

エ
ー
ブ
岩
城
で
親
子
の
花
植
え
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
プ
ラ
ン
タ
ー
に

植
え
ら
れ
た
花
々
は
、
岩
城
み
な

と
駅
周
辺
に
並
べ
ら
れ
、
選
手
た

ち
を
彩
り
鮮
や
か
に
出
迎
え
ま
す
。

平成19年７月１日号 広報ゆりほんじょう

▼約200人の参加者が5,500株の花を植栽（友水公園で）

▼ゆうゆう作業所の荘司さんは、
　　「これからも地域とのつながりを深めながら
　頑張っていきたい」と語りました

▼子育てサークル「かもめサークル」の皆さんが
　百日草を植えてくれました（岩城地域で）

▲　「この花を見て、全国のチームの選手に
　頑張ってほしい」と西目高校の生徒たち

ユ
ー
モ
ア
を
交
え
な
が
ら

語
っ
た
八
重
樫
さ
ん

花いっぱいのまちで、国体選手を迎えよう
各地域で花の植栽

歴
史
遺
産
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
を

四
百
年
の
歴
史
に
思
い
を
は
せ
て

矢
島
茶
会

開　
　

催



１７ Ｙｕｒｉｈｏｎｊｏ  ｃｉｔｙ  ｐｕｂｌｉｃ  Ｒｅｌａｔｉｏｎｓ.   ２００７ 

第
１７
回
本
荘
マ
リ
ー
ナ
海
上
祭 

1
1

1

1

西
目
海
水
浴
場
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ 

本
荘
マ
リ
ー
ナ
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ 

第
７
回 

岩
城
ふ
れ
あ
い
港
ま
つ
り 

２
０
０
７ 

Ａ
Ｋ
Ｉ
Ｔ
Ａ
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会 

交　通　JR西目駅から車で５分 
駐車場　300台収容　  
主な設備　シャワー、トイレ 
問い合わせ先  市観光協会西目 
支部（　33－4150）、または西目 
総合支所産業課（　33－4615） 

交　通　JR道川駅から徒歩５分 
駐車場　500台収容  
主な設備　シャワー、トイレ 
問い合わせ先　市観光協会岩城支部 
（岩城総合支所産業課内　73－2014） 

■ 道 川 海 水 浴 場 ■ ■ 本荘マリーナ海水浴場 ■ 
交　通　JR羽後本荘駅から車で10分 
駐車場　1,200台収容  
主な設備  シャワー、トイレ、コインロッカー 
問い合わせ先　市観光協会本荘支部 
（市観光振興課内　24－6349） 

■ 西 目 海 水 浴 場 ■ ■ 道 川 海 水 浴 場 ■ ■ 本荘マリーナ海水浴場 ■ ■ 西 目 海 水 浴 場 ■ 

1 1 1
1

 

▽
と
き
　
７
月
１６
日（
月
・
海
の
日
） 

※
悪
天
候
の
場
合
は
延
期（
期
日
未
定
）。 

▽
受
付
・
乗
船
場
所
　
埋
め
立
て
造
成
地
埠
頭 

●
水
辺
の
ま
ち
洋
上
体
験 

　
屋
形
船
、
ヨ
ッ
ト
、
ク
ル
ー
ザ
ー
、
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
、

遊
漁
船
に
乗
っ
て
、
海
上
か
ら
由
利
海
岸
の
風
景
を
堪
能

し
ま
せ
ん
か
？ 

　
受
　
付
　
午
前
の
部
／
午
前
９
時
〜 

　
　
　
　
　
午
後
の
部
／
午
後
０
時
３０
分
〜 

　
参
加
費
　
５００
円
（
保
険
料
）  

●
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
体
験
（
ジ
ェ
ッ
ト
ス
キ
ー
） 

　
受
　
付
　
午
前
９
時
３０
分
〜 

　
参
加
費
　
千
５００
円
（
保
険
料
含
む
）  

●
巡
視
艇
「
す
ぎ
か
ぜ
」
船
上
見
学
会 

　
海
上
保
安
庁
の
協
力
に
よ
り
、
巡
視
艇
「
す
ぎ
か
ぜ
」

が
本
荘
マ
リ
ー
ナ
に
初
入
港
し
ま
す
。
制
服
試
着
体
験
や
、

記
念
プ
レ
ゼ
ン
ト
も
。 

　
時
　
間
　
午
前
９
時
３０
分
〜
午
後
２
時
３０
分 

●
秋
田
由
利
牛
・
シ
ー
フ
ー
ド
　
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
広
場 

　
時
　
間
　
午
前
１０
時
３０
分
〜
午
後
２
時 

●
み
な
と
オ
ア
シ
ス
画
廊
制
作
開
始
式 

　
時
　
間
　
午
前
１１
時
〜
１１
時
３０
分 

●
船
釣
り
大
会
（
７
月
２２
日
（日）
開
催
） 

　
時
　
間
　
午
前
５
時
３０
分
〜
受
け
付
け
、
６
時
出
航
、

　
　
　
　
　
１１
時
入
航
、
検
量
審
査 

　
参
加
資
格
　
小
学
生
以
上（
中
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
） 

　
募
集
人
員
　
５０
人
　
　
参
加
費
　
４
千
円 

　
参
加
条
件
　
サ
ビ
キ
釣
り
、
１
人
１
竿 

　
申
し
込
み
期
限
　
７
月
１９
日
（木） 

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
　
由
利
本
荘
マ
リ
ン
協
会
・

　
佐
々
木
さ
ん（   

２３
―
３
７
８
４
）、
本
荘
マ
リ
ー
ナ（   

　
２４
―
５
８
６
４
）、
市
観
光
振
興
課（   

２４
―
６
３
４
９
）、

　
市
建
設
管
理
課（   

２４
―
６
３
４
２
） 

※
海
上
祭
に
は
軽
装
で
も
参
加
で
き
ま
す
が
、
安
全
の
た
め
、

　
サ
ン
ダ
ル
履
き
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。 

 

▽
と
き
　
７
月
１９
日
（木）
　
午
前
９
時
〜 

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
市
観
光
協
会
西
目
支
部（   

３３
―
４
１

　
５
０
）、
西
目
総
合
支
所
産
業
課（   

３３
―
４
６
１
５
） 

 

▽
と
　
き
　
７
月
２１
日
（土）
　
午
前
７
時
３０
分
〜
８
時
３０ 
分

　
　
　
　
　（
雨
天
決
行
） 

▽
と
こ
ろ
　
本
荘
マ
リ
ー
ナ
海
水
浴
場（
終
了
後「
海
開
き
」） 

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
市
生
活
環
境
課
（   

２４
―
６
２
５
３
） 

 

　
例
年
８
月
に
開
催
し
て
い
た
岩
城
ふ
れ
あ
い
港
ま
つ
り

を
花
火
と
同
日
開
催
。
漁
船
に
よ
る
体
験
遊
覧
や
ミ
ニ
コ

ン
サ
ー
ト
、
出
店
な
ど
、
盛
り
だ
く
さ
ん
の
イ
ベ
ン
ト
が

楽
し
め
ま
す
。
日
中
は
港
ま
つ
り
、
夜
は
花
火
大
会
と
、

夏
の
一
日
を
岩
城
海
岸
で
楽
し
み
ま
せ
ん
か
？ 

▽
と
　
き
　
７
月
２８
日
（土）   

午
前
８
時
〜
午
後
５
時 

▽
と
こ
ろ
　
道
の
駅
「
岩
城
」
島
式
漁
港
公
園 

 

　
今
年
は
道
川
漁
港
の
開
港
を
記
念
し
、
道
の
駅
「
岩
城
」

に
会
場
を
移
し
て
開
催
し
ま
す
。
夏
の
夜
空
と
日
本
海
を

華
麗
に
彩
る
光
と
音
の
競
演
は「
日
本
の
花
火
１００
選
」に
も

選
ば
れ
て
い
ま
す
。
メ
モ
リ
ア
ル
メ
ッ
セ
ー
ジ
花
火
も
ご

利
用
く
だ
さ
い
。（
関
連
記
事
▽
２３
　
） 

▽
と
　
き
　
７
月
２８
日
（土）   

午
後
７
時
３０
分
〜
９
時 

▽
と
こ
ろ
　
道
の
駅
「
岩
城
」
島
式
漁
港
公
園 

※
花
火
大
会
終
了
後
、
岩
城
み
な
と
駅
か
ら
臨
時
列
車
を

　
運
行
し
ま
す
。 

　
上
り
／
羽
後
本
荘
行
き
　
午
後
９
時
４５
分
発 

　
下
り
／
秋
田
駅
行
き
　
　
午
後
９
時
１９
分
発 

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
市
観
光
協
会
岩
城
支
部（   

７３
―
２
０

　
１
４
） 

 

▽
と
　
き
　
７
月
１４
日
（土） 

▽
と
こ
ろ
　
道
川
海
水
浴
場 

▽
主
　
催
　
秋
田
テ
レ
ビ
、
県
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会 

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
大
会
事
務
局（   

０
１
８
―
８
６
０
―

　
６
１
１
１
） 

ペ
ー 

ジ 

1

第
２３
回 

日
本
海
洋
上
花
火
大
会 

1

1

1

1

平成19年７月１日号 広報ゆりほんじょう

◎本荘高校
ボート女子ダブルスカル
　伊東茉衣子さん（３年）、大場逸美さ
　ん（３年）、細矢有紗さん（３年）
陸上競技女子400㍍ハードル
　小松文さん（３年）
ヨット男子ＦＪ級
　石川成明さん（３年）、鈴木智之さん
　 （３年）、高橋元貴さん（１年）、大
　友貴之さん（３年）、齋藤崇哉さん（３
　年）、畠山雄有（１年）
カヌー（フラットウオーター・レーシング）
男子カヤックペア
　小高一馬さん（２年）、佐藤悠揮さん
　 （１年）
男子カヤックシングル
　佐藤悠揮さん（１年）
◎由利高校　　　　　　　　　　　
弓道女子個人　小川みゆきさん（２年）
ボート女子舵手付きクォドルプル
　木村裕香さん（３年）、岩井なつみさ
　ん（３年）、渋谷幸奈さん（３年）、
　佐藤愛恵さん（３年）、田中佑可子さ
　ん（３年）、村上真菜実さん（３年）、
　進藤莉里香さん（２年）
ボート女子シングルスカル
　浅利真喜子さん（３年）
ソフトボール女子
◎由利工業高校
卓球男子ダブルス
　三浦公貴さん（３年）、佐々木信太郎
　さん（３年）
ボート男子舵手付きクォドルプル
　佐々木歩さん（３年）、土田一樹さん（３
　年）、井上直志さん（３年）、佐藤賢治郎
　さん（３年）、池田博哉さん（２年）、小園
　友幸さん（２年）、  齋藤寛史さん（２年）
ボート男子ダブルスカル
　佐々木伸さん（３年）、佐藤大河さん
　 （２年）、須田翔馬さん（２年）
ボート男子シングルスカル
　多田将瞳さん（３年）
◎西目高校
弓道男子個人　加藤雄大さん（３年）
ボクシングライトフライ級　
　高梨和馬さん（２年）
ボクシングライト級
　髙野正平さん（２年）
ボクシングライトウェルター級　
　佐藤学さん（２年）
ボクシングウェルター級
　三浦浩貴さん（３年）

第54回ＮＨＫ杯
全国高校放送コンテスト
アナウンス部門
　畑山知美さん（本荘高・３年）、髙野
　栞さん（本荘高・２年）
朗読部門　三浦直也さん（本荘高・３年）

小友唯心塾（佐藤広実監督）
　小野健志くん（小友小６年）、
打矢恵士くん（岩谷小５年）、安
保慎太郎くん（鶴舞小５年）、蓬
田航太くん（旭南小５年）、松田嘉
樹くん（尾崎小６年）、加賀谷晋
平くん（尾崎小６年）、石垣唯斗
くん（尾崎小６年）

　厚生労働大臣賞　斎藤建具店
（６枚立屏風）　　※二回目
　全国建具組合連合会北陸信越
ブロック協議会会長賞　小高建
具製作所（組子４枚折屏風）
　受賞された皆さんは「これか
らも建具製作を通し、良い日本
文化を残していきたい」と話し
ていました。

　第78回第一美術展（第一美術協
会主催）が東京都内の国立新美術
館で開催され、絵画の部（一般）で
大須賀勉さん（大鍬町・26歳）の描
いた「ぶららこ」が、初入選にして
第一美術展賞に選ばれました。同賞
は一般の最高賞です。
　大須賀さんは「大変名誉に思って
いる。自分の励みや描いていく支え
になる」と受賞の喜びを語りました。

写真／受賞を喜ぶ小高建具製作所工場長
　　　の池田金春さん（左）と斎藤建具
　　　店の斎藤重太郎さん

写真／（左から）石垣くん、打矢くん、
　　　安保くん、小野くん、松田くん、
　　　加賀谷くん、蓬田くん、（後列）
　　　鷹照悟堂コーチ

大須賀さん

受賞作「ぶららこ」

◎本荘図書館　☎22－4900
○夏の子ども読書のつどい  
　参加は無料です。皆さんのご来館を
お待ちしています。
▷とき…７月14日㈯　午後２時～
▷ところ…本荘図書館児童閲覧室
▷内容…ペープサート（紙人形劇）「ス
　　イミー」、パネルシアター「ぞう
　　くんのさんぽ」、人形劇「ばけく
　　らべ」、みんなでうたおう! 「うみ」
○７月の展示
・登山、高山植物（一般）
・「かがくのとも」傑作集（児童）

◎岩城図書館　☎73－3673
○お話し会「星のひとみ」
▷とき…７月20日㈮　午後３時30分～
▷ところ…岩城図書館
▷内容…絵本読み聞かせ、紙芝居など

○７月の展示
・作家「久世　光彦」特集
・夏の家族旅行　特集
・絵本「Ｈ．Ａ．レイ」特集

◎由利図書館　☎53－2121
○７月の読みきかせ会
▷とき…７月21日㈯　午後２時～３時
▷ところ…由利図書館　幼児室　
▷内容…絵本の読みきかせ・エプロン
　　シアター・お話玉手箱
○７月の展示
・「いのちのえほん」（児童）
・「どう生きる？－タメになる人生の
　書－」（一般）

◎７月の休館日
○本荘図書館　15日㈰、16日㈪、
　　　　　　　31日㈫
○岩城図書館　２日㈪、９日㈪、
　　　　　　　16日㈪、17日㈫、
　　　　　　　23日㈪、30日㈪
○由利図書館　16日㈪



　

本
荘
キ
ャ
ン
パ
ス
の
施
設
を
見
学
し
た

い
、
ど
ん
な
研
究
を
行
っ
て
い
る
の
か
知

り
た
い
、
大
学
の
先
生
の
講
義
を
体
験
し

た
い
、
こ
ん
な
希
望
を
お
持
ち
の
皆
さ
ま
、

シ
ス
テ
ム
科
学
技
術
学
部
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ

ン
パ
ス
に
ぜ
ひ
お
い
で
く
だ
さ
い
。

　

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、
広
く
市

民
の
皆
さ
ま
に
大
学
を
開
放
し
ま
す
の
で
、

講
義
室
、
図
書
館
、
カ
フ
ェ
テ
リ
ア
な
ど

の
施
設
を
自
由
に
見
学
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

ま
た
、
研
究
グ
ル
ー
プ
単
位
で
研
究
施

設
を
開
放
し
、
教
員
や
学
生
が
具
体
的
な

研
究
内
容
に
つ
い
て
分
か
り
や
す
く
説
明

し
ま
す
。

　

自
由
参
加
型
の
イ
ベ
ン
ト
も
い
く
つ
か

予
定
し
て
い
ま
す
。
本
荘
キ
ャ
ン
パ
ス
自

慢
の
研
究
施
設
を
一
度
に
巡
る
施
設
見
学

ツ
ア
ー
や
、
今
話
題
の
研
究
分
野
に
つ
い

て
教
員
が
分
か
り
や
す
く
紹
介
す
る
公
開

模
擬
講
義
に
参
加
し
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

　

当
日
は
羽
後
本
荘
駅
か
ら
の
無
料
送
迎

バ
ス
も
運
行
し
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
多
数
の
参
加
を
教
職
員
一

同
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

▽
と
き
…
７
月
15
日
㈰　

午
前
10
時
45
分

　

〜
午
後
４
時

▽
と
こ
ろ
…
県
立
大
学
本
荘
キ
ャ
ン
パ
ス

▽
内
容
…
学
科
説
明
会
、
入
試
説
明
会
、

　

施
設
見
学
ツ
ア
ー
、
公
開
・
模
擬
講
義
、

　

進
学
相
談
ほ
か

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
ま

た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
ご
覧
に
な
り
た
い
方
は
、

本
荘
キ
ャ
ン
パ
ス
事
務
室
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
先
…
本
荘
キ
ャ
ン
パ
ス
事

　

務
室
（
☎
27
―
２
０
０
０
㈹
、　

Ｆ
Ａ

　

Ｘ
27
―
２
１
８
０
）、
E
メ
ー
ル
（sys-

　

open2007@
akita-pu.ac.jp

）、
ホ
ー

　

ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.akita-pu.

　

ac.jp/system
/system

.htm
l

）
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本
荘
キ
ャ
ン
パ
ス
を
見
に
行
こ
う

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
委
員
会
・
委
員
長

電
子
情
報
シ
ス
テ
ム
学
科
・
准
教
授

本　

間　

道　

則

む
）、「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
」
に
移
行

し
ま
す
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
と
は
、
こ
れ
ま

で
の
国
民
健
康
保
険
や
社
会
保
険
な
ど
に

関
係
な
く
、
七
十
五
歳
（
一
定
の
障
害
を

お
持
ち
の
方
は
六
十
五
歳
）
以
上
の
方
を

対
象
に
し
た
新
し
い
医
療
保
険
制
度
で
す
。

　

こ
の
制
度
で
は
、
医
療
機
関
を
受
診
し

た
際
の
負
担
割
合
な
ど
は
今
ま
で
と
変
わ

り
あ
り
ま
せ
ん
が
、
新
た
に
制
度
単
独
の

保
険
料
が
徴
収
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
現
在

お
持
ち
の
保
険
証
や
老
人
保
健
法
医
療
受

給
者
証
は
、
平
成
二
十
年
四
月
か
ら
新
し

い
保
険
証
に
切
り
替
わ
り
ま
す
。

　

参
加
者
に
記
念
品
が
あ
り
ま
す
。

▽
と
き　
７
月
29
日
㈰　

午
後
１
時
〜
３
時

▽
と
こ
ろ　
広
域
交
流
セ
ン
タ
ー
（
上
大
野
）

▽
対
象　

５
歳
〜
12
歳
く
ら
い
の
子
ど
も

　

と
保
護
者
な
ど

▽
内
容　

リ
ズ
ム
体
操
、
小
児
科
医
の
講

　

話
、
寸
劇
、
健
康
相
談
な
ど

▽
参
加
費　

無
料

▽
主
催　

秋
田
県
国
保
連
合
会

▽
問
い
合
わ
せ
先　

市
役
所
市
民
生
活
課

　

（
☎
24
―
６
２
４
５
）

※
内
履
き
（
ズ
ッ
ク
）
を
持
参
し
て
く
だ

　

さ
い
。

親
子
で
集
う
生
活
習
慣
改
善
教
室

　

〜
健
康
な
か
ら
だ
、
元
気
な
か
ら
だ

　

を
つ
く
ろ
う
！
〜　
　
　
　
　
　
　

准教授　本間道則は、
地元本荘高校出身です。
皆さまのご来学をお待
ちしております。

　

平
成
十
九
年
十
月
一
日
以
降
に
七
十
五

歳
の
誕
生
日
を
迎
え
る
方
（
昭
和
七
年
十

月
一
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方
）
に
は
、「
老

人
保
健
法
医
療
受
給
者
証
」
が
交
付
さ
れ

ま
す
。

　

対
象
と
な
る
方
に
は
市
か
ら
通
知
書
を

お
送
り
し
ま
す
の
で
、
市
民
生
活
課
ま
た

は
各
総
合
支
所
市
民
課
で
、
老
人
保
健
に

加
入
す
る
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

「
国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証
」
を

お
持
ち
で
窓
口
負
担
の
割
合
が
一
割
の
方

は
、
平
成
二
十
年
四
月
か
ら
負
担
割
合
が

二
割
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

　

な
お
、
現
役
並
み
の
所
得
（
前
年
の
課

税
所
得
が
百
四
十
五
万
円
以
上
）
の
あ
る

七
十
歳
以
上
の
方
や
、
そ
の
世
帯
に
属
す

る
方
の
窓
口
負
担
の
割
合
は
、
今
ま
で
と

同
じ
三
割
で
す
。

※
窓
口
負
担
の
割
合
は
、
毎
年
八
月
に
前

年
の
所
得
に
応
じ
て
更
新
さ
れ
ま
す
。
今

年
度
は
、
七
月
下
旬
に
新
し
い
高
齢
受
給

者
証
を
お
送
り
し
ま
す
。

　

国
保
の
退
職
被
保
険
者
は
、
六
十
五
歳

の
誕
生
月
の
翌
月
か
ら
退
職
被
保
険
者
で

は
な
く
、
一
般
の
国
保
被
保
険
者
に
な
り

ま
す
。
平
成
二
十
年
四
月
一
日
現
在
で
六

十
五
歳
以
上
の
方
も
同
様
で
す
。

　

な
お
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
市
役
所
に

届
け
出
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

新
し
い
一
般
の
被
保
険
者
証
は
郵
送
し
ま

す
。

※
平
成
十
九
年
十
月
一
日
に
更
新
す
る
退

職
被
保
険
者
証
の
有
効
期
限
に
は
、
六
十

五
歳
の
誕
生
月
の
末
日
（
例
：
誕
生
日
が

六
月
十
日
な
ら
六
月
三
十
日
）
か
、
平
成

二
十
年
九
月
三
十
日
の
う
ち
、
ど
ち
ら
か

早
い
日
付
け
が
記
載
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、

平
成
二
十
年
四
月
一
日
現
在
で
六
十
五
歳

以
上
の
方
は
、
平
成
二
十
年
三
月
三
十
一

日
が
有
効
期
限
と
な
り
ま
す
。

　

平
成
二
十
年
四
月
一
日
に
老
人
保
健
法

医
療
受
給
者
証
を
お
持
ち
の
方
全
員
が

（
平
成
十
九
年
十
月
以
降
に
老
人
保
健
法

医
療
受
給
者
証
を
交
付
さ
れ
た
方
も
含

平成19年７月１日号 広報ゆりほんじょう

市役所市民生活課（☎24－6244・24－6245）
または各総合支所市民課

2
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■健診（検診）料金一覧表 基準日（平成20年３月31日）

※今年度、人間ドックを受診済みの方、または受診する予定のある方は対象外と
　なります。
※生活保護世帯者の方は自己負担額が無料となりますので、 受付時に「緊急時医
　療依頼証」を提示してください。
※非課税世帯の方は、受付時に「非課税世帯証明書」を提示することにより、基
　本健康診査および肝炎ウイルス検診の自己負担額が無料となります。「証明書」
　は、税務課住民税班または各総合支所振興課税務班で発行しています。
※指定した会場で受診できない場合は、他の実施場所で受診してください。
※なるべく釣り銭のないようにお願いします。

検　診　名

胸部総合検診

大腸がん検診
基本健康診査
前立腺がん検診
胃 が ん 検 診
骨粗しょう症検診
肝炎ウイルス
検 診

乳 が ん 検 診
　（女　性）

子宮がん検診
卵巣腫瘍検診

対　象　者

40歳以上

30歳以上
30歳以上
50歳以上の男性
30歳以上
30 ～ 70歳の女性
40～ 75歳で過去に
受けたことがない方
40歳以上の偶数年齢
（視触診・マンモグラフィセット）
30歳以上（視触診）

20歳以上の女性

検　診　料　金
（レントゲン）無料
（喀痰検査）該当者：500円、希望者：2,100円
70歳以上：200円　69歳以下：500円
70歳以上：無料　69歳以下：2,500円
70歳以上：300円　69歳以下：700円
70歳以上：600円　69歳以下：1,300円
700円

70歳以上：無料、69歳以下：800円

70歳以上：700円、69歳以下：1,400円

70歳以上：300円　69歳以下：600円

70歳以上：800円、69歳以下：1,600円

■受診時の注意事項
【胸部総合検診】
・「胸部総合検診」には、従来の
　結核検診と肺がん検診を含みま
　す。
・レントゲン撮影時には、胸に金
　属、ファスナー、ボタンの付い
　た衣類の着用を避けてください。

【胃がん検診】
・前日の夕食は、午後８時までに
　済ませ、それ以降は検診終了ま
　で飲食をしないようにしてくだ
　さい。
・撮影時の服装は、シャツ１枚と
　ゴムの入ったズボンが便利です。

【乳がん、マンモグラフィ検診、子宮がん検診】
・老人保健法により、マンモグラ
　フィ検診は、40歳以上の方のみ
　２年に１度の検診となります。
・40歳以上の偶数年齢の方は、マ
　ンモグラフィ検診と視触診検査
　のセット検診が原則となります。
※偶数年齢の方でも、昨年マンモ
　グラフィ検診を受けられた方は
　今年度対象にはなりません。

検
診
カ
レ
ン
ダ
ー

地域ごとの

対　象　地　区
西目全町内

受付時間
９：00～ 10：30

実　施　場　所
西目保健センター

検診日
７月18日㈬

▷西目総合支所福祉保健課（☎33－3983）

【基本健康診査（循環器）・前立腺がん検診】

■西 目 地 域

▷本荘保健センター（☎22－1834）

【基本健康診査（循環器）・前立腺がん検診】

■本 荘 地 域

受付時間

12：30
～

14：30

実　施　場　所
本荘保健センター

検診日
７　月
３日㈫

４日㈬

５日㈭

６日㈮

10日㈫

対　象　地　区

対象地区については、
「広報６月１日号」に
てご確認ください。

【基本健康診査】
▷検診内容　問診・診察・血圧・心電図・眼底・脂質・肝機能・
　　賢機能・糖代謝・その他
▷持ち物　健康手帳
▷留意点　空腹状態での採血となりますので、昼食を取らずにお
　　いでください。
※介護保険法の改正により、65歳以上の方には介護予防を目的と
　した生活機能チェック（問診）や理学的検査（視診・触診など）、
　血清アルブミン検査などを行います。
【前立腺がん検診】
▷検診内容　血液検査（腫瘍マーカーＰＳＡ）
※基本健康診査の会場で受け付けします。

受付時間

朝
５：30
～

７：00

実　施　場　所

若葉町公民館

上ノ山公民館

本荘保健センター

検診日
８　月
１日㈬
２日㈭
３日㈮
～

10日㈮

【胃がん検診】
対　象　地　区

対象地区については、
「広報８月１日号」へ
掲載します

平成19年７月１日号 広報ゆりほんじょう

内 科 ・ 小 児 科

午前10時～午後４時

休日応急診療所

７月の診療日と予定当番医師

※当番医師は変更になる場合もあり
　ます。
▷問い合わせ先…本荘由利広域休日
　　応急診療所（堤脇30：旧医師会
　　病院☎24－3917）、平日は健康
　　管理課（☎22－1834）へ

問い合わせ先
　市健康管理課
　（本荘保健センター内☎22－1834）
または各総合支所福祉保健課へ

■７月は、「愛の血液助け合い運動月間」です７月は、「愛の血液助け合い運動月間」です７月は、「愛の血液助け合い運動月間」です７月は、「愛の血液助け合い運動月間」です７月は、「愛の血液助け合い運動月間」です

※成分献血は、１時間ほどの時間が必要で、場所によっては予約制の所もあ
　ります。事前に各地域の保健センターまたは福祉保健課へお問い合わせく
　ださい。

実　施　場　所

大内総合支所

由利地域振興局（職員会館）

介護老人保健施設あまさぎ園
三八五流通㈱
秋田南流通センター（岩城地域）

実施時間
９：30～ 12：00
13：00～ 15：30
10：00～ 12：00
13：00～ 16：30
９：30～ 10：30

11：00～ 13：00

備　　考

全血献血

成分献血

全血献血

日

１日㈰

４日㈬

10日㈫

ご協力ください ― ７月献血日程 ―献 血

実施場所

大内保健センター

矢島保健センター
西目保健センター
本荘保健センター
西目保健センター
由利福祉保健センター
本荘保健センター
西目保健センター
本荘保健センター
大内保健センター
本荘保健センター
矢島保健センター

岩城保健センター

由利福祉保健センター

対象地域

大 内

矢島・鳥海
西 目
本 荘
西 目
由利・東由利
本 荘
西 目
本 荘
大 内
本 荘
矢島・鳥海

岩 城

由利・東由利

実施日

３日㈫

６日㈮
９日㈪
11日㈬
13日㈮
17日㈫
18日㈬
20日㈮

25日㈬

26日㈭

27日㈮

事　業　名

４・７・10カ月児健診

１歳６カ月児健診
４・７・10カ月児健診
１歳６カ月児健診
１歳６カ月児健診
３ 歳 児 健 診
３ 歳 児 健 診
３ 歳 児 健 診
４ カ 月 児 健 診
２ 歳 児 歯 科 健 診
10 カ 月 児 健 診
４・７・10カ月児健診

４・７・10カ月児健診

４・７・10カ月児健診

対　　象　　者
平成19年２月２日～３月３日生まれ
平成18年11月２日～12月３日生まれ
平成18年８月２日～９月３日生まれ
平成17年12月・平成18年１月・２月生まれ
平成18年８月・11月・平成19年２月生まれ
平成17年12月生まれ
平成17年10月・11月・12月生まれ
平成15年10月・11月（由利地域のみ）・12月・平成16年１月生まれ
平成16年１月生まれ
平成15年11月・12月・平成16年１月生まれ
平成19年３月生まれ
平成16年11月15日～平成17年３月25日生まれ
平成18年９月生まれ
平成18年９月・12月・平成19年３月生まれ
平成19年３月１日～３月26日生まれ
平成18年11月29日～12月26日生まれ
平成18年８月29日～９月26日生まれ
平成18年９月・12月・平成19年３月生まれ

受付時間
12：40～ 12：50
12：50～ 13：00
13：00～ 13：10
12：45～ 13：00
12：30～ 12：50
13：00～ 13：30
12：30～ 12：50
12：45～ 13：00
13：00～ 13：30
12：30～ 12：50
13：00～ 13：30
12：40～ 13：00
13：00～ 13：30
12：45～ 13：00

13：00～ 13：30

12：45～ 13：00

・母子健康手帳・アンケート票・バスタオルを忘れずにお持ちください。
・３歳児健診を受ける方は、ご家庭でアンケート票の中の聴力と視力の検査を行って来てください。
・本荘地域の７カ月児健診は、個別健診となります。
・事前に健診の準備が必要なことから、お住まいの地域で受診してください。
・当日受診できない場合は当該地域の保健センターまたは福祉保健課へご相談ください。

◆乳幼児健診
７月

▷と　き　７月７日㈯
▷受け付け　午前９時～９時
　　30分
▷ところ　西目公民館「シー
　　ガル」
▷対　象　妊婦および家族
▷内　容　　「沐浴のさせ方に
　　ついて」講義と実習
▷持ち物　母子手帳、筆記用具
▷申し込み・問い合わせ先
　　７月６日㈮まで、本荘保
　　健センター（☎22－18
　　34）

マタニティ教室のお知らせ

日
１日㈰
８日㈰
15日㈰
16日㈪
22日㈰
29日㈰

医　師　名
西　成　民　夫
金　　　由美子
佐　藤　信　逸
前　原　巳知夫
酒　見　喜久雄
海　法　恒　男



（関連記事　１７ページ） 

内　容　「愛」、「笑顔」、「感謝」の３つのテーマで
　メッセージを募集し、メッセージに合わせた花
　火を打ち上げ、その間にメッセージを読み上げ
　ます。１件１万円（先着３０人）で２０秒以内のメッ
　セージを読み上げます。 

申し込み･問い合わせ先　７月１０日（火）まで、市観光

　協会岩城支部（1７３－２０１４） 

 

 

と　き　８月４日（土）午後７時３０分～ 

ところ　友水公園 

内　容　花火大会中のメッセージ花火の際に、進

　行役が、メッセージを読み上げます（申込者が
　用意する収録音源も可）。また、大会パンフレッ
　トにメッセージを掲載します。 

協賛金　１件（５０字以内）　１０，０００円 

申し込み･問い合わせ先　７月１３日（金）午後５時まで、
　市観光協会本荘支部事務局（市観光振興課内 1
　２４－６３４９） 

「桟敷席」での花火観覧はいかがですか 
　本荘川まつり花火大会では、桟敷席をご用意し
ております。ご希望の方は、お早めにどうぞ。 

席　料　１マス（１坪）　５，０００円 

席　数　４４マス 

申し込み･問い合わせ先　７月３１日（火）まで、市観光
　協会本荘支部事務局（市観光振興課内1２４－６３
　４９） 

　本荘郷土資料館では、近代の日本人の戦争体験 

に視点を絞った企画展を開催します。日清戦争 

（1894～1895）から太平洋戦争（1941～1945）に至る 

までを、郷土の人々がどのように関わっていった 

のかを貴重な実物資料を中心に厳しい時代を生き 

抜いた人々が綴った手記や記録類、写真などを通 

して振り返ります。 
 
 
 
 
 

 
　と こ ろ　本荘郷土資料館（石脇字弁慶川５）  
　開館時間　午前９時～午後４時（期間中無休） 
　入 館 料　大人１００円・学生無料  
　問い合わせ先　本荘郷土資料館 1２４－３５７０） 
※関連イベントのご案内　戦争体験を語る会 
　８月４日（土）･１１日（土）午前１０：００～正午 

２３ Ｙｕｒｉｈｏｎｊｏ  ｃｉｔｙ  ｐｕｂｌｉｃ  Ｒｅｌａｔｉｏｎｓ.   ２００７ 

■第23回 日本海洋上花火大会 ■第23回 日本海洋上花火大会 

　日本３大ヒルクライムレースの一つとして位置
づけられる、Ｍｔ． 鳥海バイシクルクラシックの前
夜祭として「やしま夏まつり」が開催されます。
楽しいイベント満載です。皆さまお誘い合わせの
うえ、ぜひおいでください。 

　と　き　７月２８日（土）正午～午後９時 

　ところ　矢島ふれあい公園 

　内　容　正午～フリーマーケット（※）・各種露店
　　１４：００～手づくり体験コーナ－・ソフトグライ
　　ダー大会　１８：００～レセプション　１８：３０～前ノ
　　沢太鼓＆スマイル矢島の共演　１９：３０～ミラクル
　　ひかる＆ダンシング谷村ものまねライブ　２０：３０
　　～打ち上げ花火　２０：５０～Ｗｉｉほか豪華賞品が
　　当たるかも！「大抽選会」 

※フリーマーケット出店者募集中！ 
　　　　　　　　　　　　　　　（屋外２０区画） 
　区画・出店料　１区画（１坪）　５００円  
　申し込み期限　７月２０日（金） 
　問い合わせ先　市商工会矢島支所（1５６－２２０６） 

第21回 やしま夏まつり 

■第57回 本荘川まつり花火大会 ■第57回 本荘川まつり花火大会 

▽
 

▽
 

▽
 

▽
 

▽
 

▽
 

▽
 

▽
 

▽
 

▽
 

▽
 

▽
 

▽
 

▽
 

▽
 

▽
 

▽
 

▽
 

▽
 

▽
 

▽
 

暮らしのお知らせ 

平成19年７月１日号 広報ゆりほんじょう

受付時間

朝
５：30
～

６：30

回収場所
住吉館
玉米会館
老方会館
大蔵館
克雪センター
高瀬館

検 診 日
７月19日㈭
　　20日㈮
　　23日㈪
　　24日㈫
　　25日㈬
　　26日㈭

【胃がん検診】
対象地区
黒渕・田代
舘　　　合
老　　　方
蔵

法　　　内
宿 ・ 袖 山

受付時間 実施場所
野宅会館

笹子公民館

小川農村環
境改善セン
ター
老人憩いの家

紫水館

直根公民館

猿倉町内会館

検診日
７月30日㈪

31日㈫

8　月
１日㈬

２日㈭

３日㈮

６日㈪

７日㈫

８日㈬

９日㈭

【胸部総合検診・大腸がん検診・基本健康診査・
　前立腺がん検診・胃がん検診・肝炎ウイルス検診】
▷持ち物　検診料金、健康手帳（受診券は送付されません。）

対　象　地　区
上野宅・野宅・下ノ宮・砂口
新町・下野・下中・中村・峠ノ
下・天神・福島・町馬場・畑平
赤倉・西久米・皿川・針水・
模渕・瀬目・上杉沢・上ノ屋
敷・本屋敷・平林・間木ノ平
・長畑・上椿
根子・男鹿内・下小川・楢木
平・新沢平・大坂・大平・青
平・天池
上平根・中平根・下直根・百合茎・村木
提鍋・伏見沢・郷具・河台・
外山・芦ケ渕・鶴田・興屋・
八木山・大栗沢・牛越・下伏
見・鎧ケ平
上伏見・中伏見・久保・貝沢・
小栗沢・長坂・鶴ケ平・上原・
矢ノ本・大久保・沢渡向虎杖平
上百宅・下百宅・上直根・中
直根・前ノ沢・大川端・吉谷
地・下直根・大谷地
猿倉・才ノ神・才ノ神上原

時　　間
９：30～ 11：30
13：30～ 15：30
９：30～ 11：30
13：30～ 15：30
９：30～ 11：30
13：30～ 15：30
９：30～ 11：30
13：30～ 15：30
９：30～ 11：30
13：30～ 15：30
９：30～ 11：30
13：30～ 15：30

会　　　場
野宅会館
笹子公民館
笹子公民館
笹本会館
小川農村環境改善センター
老人憩いの家
鳥海保健センター
矢ノ本集落会館
伏見沢会館
直根公民館
下直根町内会館
猿倉会館

開 催 日

７月４日㈬

　　５日㈭

　　10日㈫

　　11日㈬

　　19日㈭

　　25日㈬

「心の健康づくり・自殺予防対策モデル地区」に指定されている鳥海地域。
各地区を巡回し皆さんと心の健康づくりを考えていきます。

▷内　容　健康相談（血圧測定）、アンケート調査の結果説明、
　　うつ病とは？、体操・ゲームで気分転換　など

朝
７：00
～

７：30

受付時間
13：00～
　13：30

12：45
～

13：20

実施場所
山村活性化支援センター
（新田・板井沢公民館）

大内農村環境改
善センター

検診日
７　月
２日㈪

４日㈬

６日㈮

【乳がん・マンモグラフィ検診・子宮がん検診】
対　象　地　区

上川大内地区
葛岡・平岫
下川大内地区（葛岡・
平岫を除く）
岩谷麓・松山・北福田
岩谷地区（岩谷麓・松
山・北福田を除く）

受付時間

９：20～９：50

10：30～ 11：00

13：00～ 14：00

実施場所
松本体育館（勤労
福祉センター）
上川大内出張所
（きらり）
大内保健センター

検診日

７　月
20日㈮

【骨粗しょう症検診】
対　象　地　区

下川大内地区

上川大内地区

岩谷地区

受付時間 実施場所

大内保健センター

下川大内出張所

葛岡コミュニ
ティセンター
上川大内出張所
（きらり）

大内保健センター

検診日

７　月
９日㈪

10日㈫

11日㈬

12日㈭

13日㈮

【胃がん検診】
対　象　地　区

牛寺・中館・深沢・米
坂・大谷・岩谷町１区
・２区・３区・４区・
５区
下川大内地区（葛岡・
平岫を除く）
葛岡・平岫・朴沢・的
場
上川大内地区（朴沢・
的場を除く）
岩谷麓・川口・大内三
川・徳沢・北福田・大
倉沢・岩谷町６区・７
区・８区・松山

朝
５：30
～

６：00

受付時間 実施場所
矢 島
福 祉 会 館

矢 島 保 健
セ ン タ ー

検診日
７　月
17日㈫

18日㈬

19日㈭

20日㈮

23日㈪

24日㈫

【胃がん検診】
対　象　地　区

矢島町・丸森・田中町・新
丁・七日町・矢越・針ケ岡
舘町・城新・水上・谷地沢
・桃野・濁川・熊之子沢・
金ヶ沢・上原
羽坂・上野平・長泥・中屋
敷・上新荘・坂之下・御嶽
・川原小坂・砂子沢・小板
戸・事業所
栄町・栄町住宅・新町・新
所・元町郷内・坂之下郷内
・荒沢・田中・杉沢・沢内
豊町・山寺・下山寺・十二
ケ沢・木在
小田・沖小田・小田住宅・
築舘・中山・大川原・須郷
田・成沢・九日町・田沢・
持子・八ツ杉・上野

朝
６：00
～

８：00
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10
月
に
正
式
オ
ー
プ
ン
予
定
の
県

立
大
学
本
荘
キ
ャ
ン
パ
ス
前
に
整
備

さ
れ
た
農
村
公
園
の
愛
称
を
募
集
し

ま
す
。
都
市
と
農
村
、
市
民
と
大
学

関
係
者
と
の
交
流
を
は
ぐ
く
む
公
園

の
イ
メ
ー
ジ
に
ふ
さ
わ
し
い
名
前
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。（
公
園
に
つ

い
て
の
詳
細
は
、
広
報
６
月
15
日
号

に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
）
採
用
者
に

は
粗
品
を
進
呈
い
た
し
ま
す
。

▽
応
募
･
問
い
合
わ
せ
先　

郵
送
ま

　

た
は
メ
ー
ル
に
て
７
月
17
日
㈫
ま

　

で
、
市
農
村
整
備
課
（
☎
24
―
６

　

３
６
１
、
メ
ー
ルnoson@

city.

　

yurihonjo.akita.jp

）

▽
と
き　

７
月
26
日
㈭　

午
前
10

　

時
〜

▽
と
こ
ろ　

本
荘
由
利
地
域
職
業
訓

　

練
セ
ン
タ
ー

▽
対
象　

58
歳
以
上
で
市
内
在
住
の
方

▽
年
会
費　

３
千
円

※
登
録
の
際
は
、
預
金
通
帳
（
秋
田

　

銀
行
ま
た
は
郵
便
局
、
Ｊ
Ａ
秋
田

　

し
ん
せ
い
）
の
番
号
を
控
え
て
き

　

て
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　

㈳
市
シ
ル
バ
ー

　

人
材
セ
ン
タ
ー
事
務
局
（
☎
24
―

　

５
１
１
１
）

　

留
学
生
と
自
由
に
交
流
す
る
活
動

に
協
力
し
て
い
た
だ
け
る
家
庭
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

▽
応
募
条
件　

無
償
で
協
力
し
て
い

　

た
だ
け
る
家
庭
、
単
身
で
な
い
方
、

　

留
学
生
の
居
住
地
ま
で
送
迎
で
き

　

る
方

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

８
月
20
日
㈪
ま
で
、
県
国
際
交
流

　

協
会
（
☎
０
１
８
―
８
６
４
―
１

　

１
８
１
）

　

白
神
山
地
と
日
本
海
の
豊
か
な
自

然
の
中
、
ガ
イ
ド
の
案
内
で
「
森
の

ひ
み
つ
」
や
「
海
の
生
き
物
の
ふ
し

ぎ
」
を
探
し
に
行
き
ま
せ
ん
か
。

▽
と
き　

７
月
25
日
㈬
･
26
日
㈭

▽
と
こ
ろ　

あ
き
た
白
神
体
験
セ
ン

　

タ
ー
（
八
峰
町
八
森
）
ほ
か

▽
募
集
人
数　

小
学
校
４
年
〜
６
年

　

生
と
保
護
者
35
人
（
先
着
）

▽
内
容　

緑
の
少
年
団
活
動
発
表
、

　

海
辺
の
自
然
観
察
・
生
き
物
調
べ
、

　

野
外
炊
飯
、
ブ
ナ
の
天
然
林
観
察

▽
参
加
料　

無
料

▽
申
し
込
み
･
問
い
合
わ
せ
先

　
７
月
13
日
㈮
ま
で
、
県
水
と
緑
推
進
課

　
（
☎
０
１
８
―
８
６
０
―
１
７
４
１
）

■
市
民
相
談
員
に
よ
る
相
談（
要
予
約
）

▽
と
き　

７
月
の
毎
週
木
曜
日

　

午
後
１
時
15
分
〜
５
時

▽
と
こ
ろ　

市
役
所
市
民
相
談
室

■
行
政
相
談
・
人
権
困
り
ご
と
相
談

▽
と
き　

７
月
11
日
㈬　

午
前
10

　

時
〜
午
後
３
時

▽
と
こ
ろ　

市
役
所
第
５
会
議
室

■
消
費
生
活
相
談

▽
と
き　

毎
日
、
午
前
10
時
か
ら

▽
と
こ
ろ　

市
役
所
市
民
相
談
室

※
右
記
日
時
以
外
の
相
談
は
、
各
総

　

合
支
所
市
民
課
・
市
民
相
談
室
の

　

職
員
が
対
応
し
て
い
ま
す
。

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
相
談
室（
☎
24
―
６
２
５
１
）

　

人
権
思
想
の
普
及
・
高
揚
を
図
る

た
め
、
無
料
特
設
人
権
相
談
所
を
開

設
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

▽
と
き　

７
月
４
日
㈬　

午
後
１
時

　

30
分
〜
３
時
30
分

▽
と
こ
ろ　

市
小
友
出
張
所

▽
問
い
合
わ
せ
先　

秋
田
地
方
法
務

　

局
本
荘
支
局（
☎
22
―
１
２
０
０
）

　

無
料
調
停
相
談
会
を
、
次
の
と
お

り
開
催
し
ま
す
。
民
事
、
家
事
調
停

委
員
が
、
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、

予
約
は
受
け
付
け
て
お
り
ま
せ
ん
。

▽
と
き　

７
月
13
日
㈮　

午
前
10

　

時
〜
午
後
３
時

▽
と
こ
ろ　

本
荘
簡
易
裁
判
所
２
階

　

調
停
相
談
室

▽
内
容　

金
銭
、
土
地
、
建
物
、
交

　

通
事
故
、
家
庭
（
夫
婦
、
親
子
関
係
、

　

離
婚
、
相
続
）
の
問
題
な
ど

▽
問
い
合
わ
せ
先　

本
荘
簡
易
裁
判

　

所
内　

本
荘
調
停
協
会
事
務
局

　

（
☎
22
―
３
９
１
６
）

―
誰
か
に
話
そ
う
、
誰
か
と
悩
も
う
―

　
「
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
相
談
」
を
開

設
し
て
い
ま
す
。「
い
の
ち
の
電
話
」

の
相
談
員
が
対
応
し
ま
す
。
か
け
て

み
よ
う
か
な
？
そ
う
思
っ
た
ら
受
話

器
を
取
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

▽
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル　

０
１
２
０
―

　

７
３
５
２
５
６
（
な
や
み
こ
こ
に

　

コ
ー
ル
）
〜
７
月
31
日
㈫
ま
で

▽
受
付
時
間　

正
午
〜
午
後
６
時

▽
問
い
合
わ
せ
先　

県
健
康
推
進
課

　

疾
病
･
自
殺
対
策
班
（
☎
０
１
８

　

―
８
６
０
―
１
４
２
３
）

▽
と
き　
毎
週
月
・
火
・
木
・
金
曜
日

　
の
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

▽
と
こ
ろ　

市
役
所
子
育
て
支
援
課

▽
内
容　
母
子
お
よ
び
寡
婦
家
庭
の
生

　
活
全
般
に
つ
い
て
の
相
談
・
就
職
活
動

　
の
支
援
・
貸
付
金
の
あ
っ
せ
ん
な
ど

▽
問
い
合
わ
せ
先　

市
子
育
て
支
援

　

課
（
☎
24
―
６
３
１
９
）

▽
と
き　

土
・
日
・
祝
日
を
除
く
毎

　

日　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

▽
と
こ
ろ　

鶴
舞
会
館

▽
と
き　

土
・
日
・
祝
日
を
除
く
毎

　

日　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

▽
と
こ
ろ　

市
役
所
子
育
て
支
援
課

▽
内
容　

子
ど
も
に
関
す
る
各
種
相

　

談
（
無
料
）

▽
問
い
合
わ
せ
先　

鶴
舞
会
館
（
☎

　

24
―
２
９
１
１
）・
市
子
育
て
支

　

援
課
（
☎
24
―
６
３
１
９
）

▽
と
き　

７
月
18
日
㈬　

午
後
１
時

　

30
分
〜
４
時
30
分

▽
と
こ
ろ　

鶴
舞
会
館

▽
相
談
内
容　
不
動
産
・
会
社
・
法
人

　
の
登
記
、
多
重
債
務
、
成
年
後
見
な
ど

※
事
前
に
電
話
予
約
が
必
要
で
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　

秋
田
県
司
法
書

　

士
会
（
☎
０
１
８
―
８
２
４
―
０

　

１
８
７
）

県
立
大
学
前
公
園
の
愛
称
を
募
集

「
県
緑
の
交
流
集
会
」
参
加
者
募
集

市
の
各
種
無
料
相
談

母
子
自
立
支
援
員
へ
の
ご
相
談
は

県
司
法
書
士
会
の
無
料
相
談
会

無
料
調
停
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

家
庭
相
談
員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

会
員
登
録
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

募
集
し
ま
す

「
あ
き
た
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
」

差
別
・
信
用
・
困
り
ご
と
・
い
じ
め…

特
設
人
権
相
談
所
を
開
設
し
ま
す

ひ
と
り
で
悩
ま
な
い
で

自
殺
予
防
無
料
電
話
相
談

県立大本荘キャンパス前
の農村公園

▽
募
集
人
数　

若
干
名

▽
応
募
資
格　

幼
稚
園
教
諭
ま
た
は

　

保
育
士
の
資
格
を
持
ち
、
お
お
む

　

ね
55
歳
ま
で
の
通
勤
可
能
な
方

▽
勤
務
条
件　

　

①
雇
用
期
間　

10
月
１
日
〜
３
月

　

31
日
（
更
新
あ
り
）

　

②
勤
務
時
間　

午
前
７
時
〜
午
後

　

７
時
15
分
ま
で
の
う
ち
８
時
間

　

（
月
曜
日
〜
金
曜
日
勤
務
、
土
曜

　

日
は
交
替
制
）

　

③
賃
金　

日
額
５
千
３
百
円

　

④
そ
の
他　

社
会
保
険
・
雇
用
保

　

険
あ
り

▽
試
験
方
法　

書
類
審
査
の
う
え
、

　

面
接

▽
応
募
方
法　

７
月
31
日
㈫
ま
で
、

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
本
荘
で
発
行
す
る

　

紹
介
状
と
と
も
に
履
歴
書
（
写
真

　

添
付
）
を
西
目
総
合
支
所
振
興
課

　

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先　

西
目
総

　

合
支
所
振
興
課
（
☎
33
―
４
６
１

　

０
）

▽
募
集
人
数　

１
人

▽
応
募
資
格　

心
身
と
も
に
健
康
な

　

方
で
現
地
ま
で
通
勤
可
能
な
方

▽
勤
務
場
所　

サ
イ
ク
リ
ン
グ
タ
ー

　

ミ
ナ
ル「
や
ま
ゆ
り
」（
南
由
利
原
）

▽
勤
務
条
件　

　

①
勤
務
内
容　

調
理
助
手
・
ホ
ー

　

ル
接
客
な
ど

　

②
雇
用
期
間　

７
月
20
日
〜
12

　

月
27
日

　

③
勤
務
時
間　

午
前
８
時
30
分
〜

　

午
後
５
時
15
分
（
勤
務
日
は
勤
務

　

表
に
よ
る
）

　

④
賃
金　

日
額　

６
千
４
百
円

　

⑤
そ
の
他　

社
会
保
険
･
雇
用
保

　

険
あ
り

▽
試
験
方
法　

面
接
試
験

▽
応
募
方
法　

７
月
13
日
㈮
ま
で
、

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
本
荘
で
発
行
す
る

　

紹
介
状
と
と
も
に
履
歴
書
（
写
真

　

添
付
）
を
由
利
総
合
支
所
振
興
課

　

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
応
募
･
問
い
合
わ
せ
先　

由
利
総

　

合
支
所
振
興
課
（
☎
53
―
２
１
１

　

２
）

▽
募
集
人
数　

若
干
名

▽
応
募
資
格　

満
18
歳
以
上
（
高
校

　

生
不
可
）
で
健
康
な
方
。
土
日
も

　

勤
務
で
き
る
方
。

※
事
前
に
講
習
会
が
あ
り
ま
す

▽
申
し
込
み
･
問
い
合
わ
せ
先

　

７
月
13
日
㈮
ま
で
、
履
歴
書
を
持

　

参
の
う
え
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
へ

　

（
☎
24
―
６
２
８
７
）

▽
と
き　

８
月
30
日
㈭　

午
後
１
時

　

30
分
〜
３
時
30
分

▽
と
こ
ろ　

県
庁
ほ
か

▽
願
書
受
け
付
け　

７
月
５
日
㈭
〜

　

13
日
㈮
（
土
・
日
を
除
く
）、
願

　

書
の
配
布
・
受
け
付
け
は
県
由
利

　

地
域
振
興
局
福
祉
環
境
部
（
由
利

　

本
荘
保
健
所
）
で
行
い
ま
す
。

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

県
由
利
地
域
振
興
局
福
祉
環
境
部 

　

健
康
・
予
防
課
（
☎
22
―
４
１
２

　

２
）

▽
対
象　

母
子
家
庭
の
母
、
寡
婦
、

　

父
子
家
庭
の
父

▽
と
き　

７
月
23
日
㈪
・
25
日
㈬
・

　

27
日
㈮　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

▽
と
こ
ろ　

秋
田
市　

自
立
支
援
セ

　

ン
タ
ー
研
修
室

▽
講
習
内
容　

公
衆
衛
生
学
、栄
養
・

　

食
品
学
な
ど

▽
受
講
料　

無
料
（
た
だ
し
、
テ
キ

　

ス
ト
代
（
千
５
百
円
く
ら
い
）
は

　

自
己
負
担
）

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

７
月
13
日
㈮
ま
で
、
市
福
祉
事
務

　

所
子
育
て
支
援
課 

母
子
自
立
支

　

援
員
（
☎
24
―
６
３
１
９
）

　

県
で
は
、
夢
あ
る
子
育
て
、
子
ど

も
が
健
や
か
に
育
つ
環
境
づ
く
り
に

資
す
る
た
め
、
家
庭
・
親
子
・
子
育

て
の
記
念
日
に
関
す
る
作
文
（
記
念

日
の
紹
介
、
エ
ピ
ソ
ー
ド
、
あ
っ
た

ら
い
い
と
考
え
る
記
念
日
な
ど
に
つ

い
て
の
作
文
）
を
募
集
し
ま
す
。

▽
応
募
資
格　

県
内
在
住
の
方

▽
応
募
方
法　

７
月
31
日
㈫
ま
で
、

　

県
子
育
て
支
援
課
、
県
地
域
振
興

　

局
、
市
町
村
な
ど
へ
備
え
付
け
の

　

様
式
な
ど
で
〒
０
１
８
―
８
５
７

　

０
「
秋
田
県
庁
子
育
て
支
援
課
」

　

ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い（
住
所
不
要
）

▽
問
い
合
わ
せ
先　
県
子
育
て
支
援
課

　

（
☎
０
１
８
―
８
６
０
―
１
３
４
２
）

　

市
民
が
自
ら
企
画
し
、
市
の
活
性

化
に
効
果
が
期
待
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト

な
ど
を
実
施
す
る
場
合
に
、
そ
の
事

業
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

▽
対
象
事
業　

平
成
19
年
８
月
〜
平

　

成
20
年
３
月
ま
で
実
施
さ
れ
る
イ

　

ベ
ン
ト
な
ど
で
、
市
の
活
性
化
を

　

目
的
に
独
創
的
な
視
点
や
工
夫
が

　

あ
り
、
多
く
の
市
民
参
加
が
期
待

　

さ
れ
る
よ
う
な
全
市
に
広
が
り
の

　

あ
る
事
業
で
、
次
年
度
以
降
も
継

　

続
さ
れ
る
も
の

▽
補
助
率　

補
助
対
象
事
業
費
の
２

　

分
の
１
以
内
、限
度
額
50
万
円（
た

　

だ
し
、
予
算
の
定
め
る
範
囲
内
。

　

国
や
県
補
助
金
を
併
用
す
る
場
合

　

は
、
市
補
助
金
と
の
合
算
額
は
対

　

象
事
業
費
の
２
分
の
１
以
内
で
あ

　

る
こ
と
）

▽
提
出
書
類　

「
活
性
化
事
業
計
画

　

承
認
申
請
書
」
お
よ
び
添
付
書
類

▽
補
助
金
の
決
定　

審
査
委
員
会
を

　

開
催
し
、
申
請
書
を
も
と
に
事
業

　

の
公
益
性
、
具
体
性
、
そ
し
て
費

　

用
の
妥
当
性
な
ど
を
審
査
し
決
定

　

し
ま
す
。

▽
応
募　

７
月
20
日
㈮
ま
で
、
市
企

　

画
調
整
課
ま
た
は
各
総
合
支
所
振

　

興
課
へ

▽
問
い
合
わ
せ
先　

市
企
画
調
整
課

　

（
☎
24
―
６
２
３
１
）

平成19年７月１日号 広報ゆりほんじょう

西
目
幼
稚
園
臨
時
教
諭
を
募
集
し
ま
す

本
荘
プ
ー
ル
監
視
員
を
募
集

「
調
理
師
試
験
」
の
対
応
講
習
会

観
光
施
設
臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す

「
わ
が
家
の
記
念
日
」
作
文
募
集

市
民
が
行
う
イ
ベ
ン
ト
を
支
援
す
る

対
象
事
業
を
追
加
募
集
し
て
い
ま
す

平
成
19
年
度
の「
調
理
師
試
験
」

暮らしのお知らせ
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広
報
６
月
15
日
号
で
お
知
ら
せ
し

ま
し
た
と
お
り
、
６
月
20
日
か
ら

「
建
築
確
認
申
請
」
の
内
容
が
大
幅

に
改
正
さ
れ
ま
し
た
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　

県
由
利
地
域
振

　

興
局
建
設
部
建
築
課
（
☎
27
―
１

　

７
７
７
）

▽
と
き　

7
月
29
日
㈰　

午
前
９
時

　

開
会
式

▽
コ
ー
ス　

宮
内
船
場
（
左
岸
）
〜

　

飛
鳥
大
橋
（
左
岸
上
流
広
場
）

▽
参
加
料　

１
人　

千
円
（
保
険
料

　

含
む
）

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

7
月

　

13
日
㈮
ま
で
、
大
会
事
務
局　

早

　

川
さ
ん
（
☎
22
―
０
７
２
２
）

第
18
回
子
吉
川
い
か
だ
下
り
大
会

参
加
者
募
集
中
！

「
建
築
確
認
申
請
」
の
内
容
が

大
幅
に
変
わ
り
ま
し
た

　基礎年金番号にまだ統合されていない年金記録
も、大切に保管しています。
　社会保険庁などに記録がない場合には、領収書
などの証拠がなくても通帳の記録、元雇用主の証
言などを根拠として第三者委員会で判断する仕組
みを作るなど、年金記録問題への新対応策を進め
ます。

　国民年金保険料の申請免除や納付猶予は前年の
所得を審査して決定されます。納付が困難で免除
などを希望する方は申請が必要です。
　18年度免除請求時に継続申請を希望している場
合、自動的に審査されますが全額免除・納付猶予
にならなかった場合は、却下通知書が送付されま
すので、一部免除を希望する場合はあらためて申
請が必要です。
　なお、免除された期間の保険料は追納ができま
す。10年以内であればあとから保険料を納めるこ
とができます。
▷問い合わせ先　市市民生活課（☎24－6246）、　
　　秋田社会保険事務局本荘事務所（☎24－1114）

•社会保険事務所の専用窓口にお問い合わせください｡
•お電話の場合は、「ねんきんダイヤル」まで
　フリーダイヤル　０１２０－６５７８３０
•インターネットのＩＤ・パスワード方式による年金
　加入履歴の取得をご利用ください。
　（http://www.sia.go.jp）

お客さまからのお問い合わせには真摯に対応します

海
の
日

総
合
体
育
館
休
館
日

池
坊
由
利
本
荘
支
部
生
花
研
究
会
（
地
下
会
議
室
）

９
時
〜
15
時
30
分
文

文

夏
休
み
じ
ゃ
ぶ
じ
ゃ
ぶ
観
察
「
子
吉
川
の
生
き
も
の
を
調
べ
て

み
よ
う
！
」  

８
時
30
分
〜
14
時
ア

ア
ク
ア
パ
ル
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ジ
ム
登
録
講
習
会　

登
録
料
あ
り

18
時
〜
19
時
30
分
ア

第
12
回
子
吉
川
フ
ェ
ア　

10
時
〜
15
時

第
12
回
子
吉
川
フ
ェ
ア
川
柳
コ
ン
ク
ー
ル
作
品
展
示
（
〜
29
日
）

ア

ア

ア

夏
の
歌
謡
・
舞
踏
シ
ョ
ー　

12
時
〜
17
時

夏
休
み
貝
殻
細
工
教
室　

参
加
料
あ
り　

①
９
時
〜
12
時
、

②
13
時
〜
16
時

文

第
11
回
夏
の
芸
術
祭　

入
場
料
あ
り　

12
時
30
分
〜
16
時
30
分

参
議
院
議
員
選
挙
開
票
会
場
総

由
利
工
業
高
校
「
芸
術
鑑
賞
会
」  

13
時
30
分
〜
15
時
公

シ
ル
バ
ー
カ
レ
ッ
ジ
「
鳳
山
学
園
」（
文
化
会
館
地
下
会
議
室
） 

10
時
〜
13
時
公

家
庭
医
学
講
座
③
「
体
力
良
好
か
ら
寝
た
き
り
予
防
ま
で
」

（
文
化
会
館
地
下
会
議
室
） 

13
時
30
分
〜
15
時
公

昨年のいかだ下り大会

　

対
人
関
係
が
苦
手
、
や
り
た
い
こ

と
が
見
つ
か
ら
な
く
て
困
っ
て
い
る
、

自
立
し
た
い
の
に
自
信
が
持
て
な
い

人
へ
の
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。（
予

約
が
必
要
で
す
）

▽
と
き　

８
月
22
日
㈬　

午
前
９
時

　

〜
午
後
５
時
（
11
月
21
日
、
２

　

月
13
日
も
あ
り
）

▽
と
こ
ろ　

由
利
地
域
振
興
局　

総

　

務
企
画
部　

会
議
室

▽
申
し
込
み
･
問
い
合
わ
せ
先

　

県
民
文
化
政
策
課
青
少
年
育
成
班

　

（
☎
０
１
８
―
８
６
０
―
１
５
５
３
）

　

広
報
６
月
15
日
号
で
掲
載
し
ま
し

た
記
念
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催
日
が
次

の
と
お
り
変
更
に
な
り
ま
し
た
の
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▽
と
き　

7
月
17
日
㈫　

午
後
２
時
〜

▽
と
こ
ろ　

有
鄰
館
（
東
由
利
老
方

　

字
台
山
36
）

▽
主
催　

秋
田
由
利
牛
振
興
協
議
会

▽
対
象　

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す

▽
問
い
合
わ
せ
先　

秋
田
由
利
牛
振

　

興
協
議
会
事
務
局
（
市
農
業
水
産

　

課
内
☎
24
―
６
３
５
４
）

　

「
児
童
手
当
」
現
況
届
は
、
毎
年

６
月
１
日
に
お
け
る
受
給
者
の
状
況

を
把
握
し
、
児
童
手
当
受
給
の
要
件

を
確
認
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。
現

況
届
の
提
出
が
な
い
場
合
は
、
手
当

が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。
６
月
末
の
受
付
期

間
ま
で
に
現
況
届
を
提
出
さ
れ
て
い

な
い
方
は
至
急
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
対
象　

現
在
、
児
童
手
当
を
受
給

　

し
て
い
る
方

▽
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ
先　

市
子

　

育
て
支
援
課（
☎
24
―
６
３
１
９
）

　

ま
た
は
各
総
合
支
所
福
祉
保
健
課

▽
と
き　

７
月
21
日
㈯　

午
後
１
時

　

30
分
〜
４
時

▽
と
こ
ろ　

県
青
少
年
交
流
セ
ン

　

タ
ー
「
ユ
ー
ス
パ
ル
」（
秋
田
市

　

寺
内
神
屋
敷
３
―
１
）

▽
内
容　
創
業
成
功
事
例
の
紹
介
、
創

　

業
関
連
施
策
・
企
業
組
合
制
度
の
概
要

　

説
明
、
希
望
に
よ
り
個
別
相
談
あ
り

▽
定
員　

40
人　

▽
参
加
料　

無
料

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

７
月
17
日
㈫
ま
で
、
県
中
小
企
業

　

団
体
中
央
会
連
携
組
織
支
援
部

　

（
☎
０
１
８
―
８
６
３
―
８
７
０

　

１
）

　

本
年
開
催
さ
れ
る
国
体
の
由
利
本

荘
市
オ
リ
ジ
ナ
ル
ポ
ロ
シ
ャ
ツ（
白
）

を
１
枚
２
千
円
（
受
注
生
産
）
で
販

売
し
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
、
販
売

店
を
紹
介
し
ま
す
の
で
国
体
事
務
局

（
☎
24
―
４
５
５
５
）
ま
た
は
各
総

合
支
所
振
興
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　

安
全
運
転
に
徹
し
て
お
り
ま
す
が
、

走
行
中
に
席
を
離
れ
る
と
転
倒
な
ど

思
わ
ぬ
け
が
を
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
お
立
ち
に
な
っ
て
の
ご

利
用
の
場
合
は
、
吊
革
な
ど
に
し
っ

か
り
と
お
つ
か
ま
り
く
だ
さ
い
。

　

バ
ス
の
車
内
事
故
防
止
に
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
東
北
運
輸
局
秋
田
運
輸
支
局
・
秋

　

田
県
バ
ス
協
会
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若
者
自
立
支
援
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

あ
な
た
も
ス
ギ
ッ
チ
の
ポ
ロ
シ
ャ
ツ
を

着
て
国
体
を
盛
り
上
げ
よ 

う
！

創
業
を
お
考
え
の
皆
さ
ま
へ
！

「
創
業
チ
ャ
レ
ン
ジ
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催

「
秋
田
由
利
牛
」地
域
団
体
商
標

登
録
記
念
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催
日

変
更
の
お
知
ら
せ
に
つ
い
て

「
児
童
手
当
」
現
況
届
の

提
出
は
お
済
み
で
す
か

バ
ス
の
「
車
内
事
故
防
止
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」
を
実
施
し
て
い
ま
す

総
合
体
育
館
休
館
日

　：本荘公民館　　22－0900　　：本荘文化会館　　22－3033　　：アクアパル　　22－5611　　：市総合体育館　　62－0500文

水
石
同
好
会
展
（
地
下
会
議
室
）  

13
時
〜
17
時
（
〜
16
日
）
文

ア

全
日
本
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
第
49
回
秋
田
県
中
央
地
区
大
会

入
場
料
あ
り　

10
時
〜
17
時
30
分
（
〜
８
日
）

第
３
回
由
利
本
荘
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
本
荘
地
区
大
会

10
時
〜
15
時

文

ア

ア
ク
ア
パ
ル
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ジ
ム
登
録
講
習
会　

登
録
料
あ
り

14
時
〜
15
時
30
分
ア

総
合
体
育
館
一
般
開
放
日　

９
時
〜
21
時

伊
藤
多
喜
雄
「
ふ
る
さ
と
巡
り　

唄
の
旅
in
由
利
本
荘
」

入
場
料
あ
り　

19
時
〜
20
時
30
分
ア

総

東
北
ブ
ロ
ッ
ク
青
少
年
武
道
（
銃
剣
道
）
錬
成
大
会　

８
時
〜
12
時

ウ
チ
ョ
ウ
ラ
ン
展
示
会
（
地
下
会
議
室
）  

９
時
〜
17
時
（
〜
３
日
）

本
荘
地
区
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
（
北
中
・
新
山
小
グ
ラ
ウ
ン
ド
）  

８
時
30
分
〜
15
時文総

本
荘
由
利
社
会
人
卓
球
選
手
権
大
会　

８
時
〜
21
時

学
園
都
市
由
利
本
荘
絆
の
里
づ
く
り
事
業
「
ア
ク
ア
パ
ル
ボ
ー

ト
教
室
＆
交
流
会
」  

参
加
料
あ
り　

13
時
〜
16
時
ア 総

ヤ
マ
ハ
音
楽
教
室
発
表
会　

９
時
30
分
〜
18
時
（
〜
16
日
）

デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
ス
ポ
ー
ツ
（
太
極
拳
）  

９
時
〜
17
時

文総

公

家
庭
医
学
講
座
①
「
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
心
の
健
康
」

（
文
化
会
館
地
下
会
議
室
） 

13
時
30
分
〜
15
時
公

家
庭
医
学
講
座
②
「
生
き
が
い
を
求
め
る
心
」
（
文
化
会
館
地

下
会
議
室
） 

13
時
30
分
〜
15
時
公

由
利
高
校
民
謡
部
発
表
会　

入
場
料
あ
り　

12
時
〜
16
時

ホ
ー
ム
祭
「
２
０
０
７
」  

ス
テ
ー
ジ
発
表
18
時
〜
20
時
、

展
示
発
表
15
時
〜
（
〜
16
日
）

文

公

税
７
月
31
日
㈫
は
固
定
資
産
税
②
、
国
保
税
①
の
納
期
限
で
す
。

サイズ　Ｓ～ＸＯ（５サイズ）
胸のマーク（スギッチ）　10種類

〈左胸〉

〈うしろ衿下〉
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■７月の健康相談
内容　血圧測定、生活習慣病予防、
　　その他
時間　午前９時30分～ 11時30分    

■湯ったりほのぼの教室
日時　７月25日㈬
場所　鶴舞温泉（中広間）
内容　健康相談（午前９時～11時30
　　分）、自宅で継続できる軽体操（午
　　前10時～ 11時）
参加料　無料
■　「和（なごみ）の部屋」に来てみませんか
　日ごろ、抱えている心の悩みなど
を語り合う場所です。
日時　７月23日㈪　10時～午後３時
場所　本荘保健センター

（☎22－1834）
■本荘中央児童館・土曜教室（科学
　であそぼう）
日時　７月14日㈯　午前10時～正午
場所　本荘中央児童館
内容　ビュンビュンごま・回転アニ
　　メを作ろう
参加料　無料
問い合わせ先　本荘中央児童館

（☎22－3489）
■第39回本荘地域婦人家庭バレーボール大会
日時　７月29日㈰　午前９時
場所　本荘体育館
参加料　婦人会未加入の町内のみ、
　　一人250円
チーム編成　ゴムボール、ビニール
　　ボールの部　１チーム10人（監
　　督含む）
申し込み・問い合わせ先　７月11日
　　㈬午後５時まで、市婦人団体連
　　絡協議会事務局（本荘公民館内）
　　へ
※７月17日㈫午後６時から、勤労青
　少年ホームでチーム代表者会議。
　　（本荘公民館☎22－0900）
■　「ホーム祭2007」を開催します
日時　７月14日㈯
場所　本荘勤労青少年ホーム
内容　定期利用サークルの活動発表
　　および交流
　　開会式（午後５時50分～）、ス
　　テージ発表（同６時～）、展示（午
　　後３時～）、露店（同５時～）
※一般の方も観覧できます。多数の
　ご参加をお待ちしております。
問い合わせ先　ホーム祭2007実行委
　　員会事務局（☎22－2077）

■第12回子吉川フェア　７月21日㈯開催　!
時間　午前10時～午後３時
場所　アクアパル・友水公園・アク
　　アパル前子吉川ほか
内容　親子船上観察、カヌー体験、
　　魚のつかみどり大会、消防ふれ
　　あい広場、熱気球試乗体験、物
　　産コーナー、子吉川研究発表、
　　パネル展示、お楽しみ抽選会な
　　ど、盛りだくさん　!

７月は河川愛護月間です

■子吉川フェア「水辺健康マラソン」
　参加者募集
日時　７月21日㈯　午前10時受付開
　　始、午前11時～競技開始
場所　友水公園（アクアパル下河川
　　敷）
種目　①チビッコ（小学生）１マイ
　　ル（1.6㎞）レース②ミニマラソ
　　ン（4.2195㎞）
申し込み　アクアパルに備え付けの
　　申込用紙に必要事項を記入のう
　　え、18日㈬までお申し込みくだ
　　さい。
■子吉川フェアフリーマーケット
　　「水辺のまち市場」
日時　７月21日㈯　午前９時～午後
　　３時（雨天時中止）
場所　友水公園（屋外40区画・１区
　　画＝約１坪）
内容　不用になった日用雑貨・衣類・
　　書籍など　出店料　無料
申込期限　７月18日㈬
　　アクアパル（☎22－5611）

■学園都市由利本荘絆の里づくり事
　業「ボート教室」
日時　７月８日㈰　午後１時～４時
場所　子吉川ボート場（アクアパル
　　集合）
対象　県立大学生および中学生以上
　　の一般の方（初心者、経験者で
　　レベルアップをしたい方）
持ち物・服装など　タオル、運動に
　　適した服装
定員　20人（先着順）
参加料　500円（保険料）
申し込み　７月５日㈭までアクアパ
　　ルへ
※教室終了後「ボート交流懇親会」
　があります。
■夏休みじゃぶじゃぶ体験「子吉川
　の生きものを調べてみよう　!　」
日時　７月28日㈯　午前８時30分～
　　午後２時（小雨決行、荒天中止）
場所　アクアパル集合、子吉川２カ
　　所で生きものの観察
対象　小学生（３年生以下は保護者
　　同伴）
定員　40人（定員になり次第締め切
　　り）
申し込み　７月20日㈮まで、アクア
　　パルへ。
■夏休み貝殻細工教室
日時　７月22日㈰
　　　〈１回目〉午前９時～正午
　　　〈２回目〉午後１時～４時
場所　アクアパル
内容　貝殻や木の実を使ったキーホ
　　ルダー、薄板材を使ったマット
　　やコースター作り
対象　小学生以上（小学３年生以下
　　は保護者同伴）
定員　各回とも60人（定員になり次
　　第締め切り）
参加料　300円（材料代）
持ち物　はさみ、和紙や包装紙など
申し込み　７月18日㈬まで、アクア
　　パルへ。
■南内越アドベンチャースクール主催『初
　夏のサイクリング体験』参加者募集
日時　７月７日㈯（雨天時中止）
対象　小学３年生以上の児童生徒お
　　よび保護者
内容　川口町内から長谷寺（赤田の
　　大仏）、赤田大滝までのサイク
　　リング
持ち物　おにぎり、飲み物、長くつ
　　と懐中電灯（洞窟探検用）
参加料　一人 500円
集合場所・時刻　南内越公民館前９
　　時20分までに集合（９時30分出
　　発）
申し込み・問い合わせ先　南内越公
　　民館（☎22－0316）または冨樫
　　さん（☎22－5198）

本 荘 地 域本 荘 地 域本 荘 地 域 地域
情報

水
辺
に
親
し
ん
で

日・曜日

23日㈪

27日㈮

30日㈪

場　　　所
石沢生活改善センター
小友公民館
松ヶ崎基幹集落センター
北内越公民館
南内越公民館
子吉公民館

平成19年７月１日号 広報ゆりほんじょう

■フィットネスジム登録講習会
日時　７月７日㈯　午後２時、25日
　　㈬　午後６時
場所　アクアパル
定員　25人（先着順）
年会費　一般3,150円、学生1,575円
　　　（ともに税込み）
※事前に電話などでアクアパルへお
　申し込みください。（☎22－5611）

■第29回旧藩祭
日時　７月７日㈯と７月８日㈰
　　７日　午後６時30分～９時
　　８日　午前９時30分～正午
場所　天鷺城前広場

　今年の招待芸能は福島県いわき市
のいわきおどり、秋田市の竿燈、藤
里町の駒踊りを迎えるほか、旧藩時
代を偲ばせる地元の亀田大神楽や亀
田手踊り、お田太鼓などが披露され
ます。皆さん、お誘い合わせのうえ
おいでください。
問い合わせ先　岩城総合支所産業課
　　　（☎73－2014）
■第27回旧藩芸術文化交流展
日時　７月７日㈯と７月８日㈰
　　７日　午前９時～午後９時
　　８日　午前９時～午後４時
場所　亀田体育館
　特別展では、中村和敏さん（彫刻）
　・中村千草さん（絵画。ともに松ヶ
崎）の親子展を開催します。その他、
書・絵画・俳句・短歌・彫刻・写真
など合わせて約300点が展示されま
す。お誘い合わせのうえおいでくだ
さい。
問い合わせ先　岩城教育事務所生涯
　　学習課（☎73－2468）

■着付け教室のご案内
　今年の夏祭りは浴衣で行きません

か？　たんすの中に眠っている浴衣・
着物を使って着付けに挑戦　!
日時　７月23日、30日、８月６日（月
　　曜・全３回）／午後７時～
会場　大内公民館
講師　三浦貞子さん（大内地域）
定員　先着15人
問い合わせ先　生涯学習課

（☎65－2210）

■アクアビクス教室を開催
　水の浮力を利用して足・腰に負担
をかけずに音楽に合わせて体を動か
し楽しく健康づくりをしませんか。
日時　７月11日㈬～８月８日㈬
　　毎週水曜日午後７時～８時
場所　Ｂ＆Ｇ由利海洋センタープール
定員　30人
問い合わせ先　Ｂ＆Ｇ由利海洋セン
　　ター（☎53－3166）
■あそびの広場　特別企画のご案内
日時　７月14日㈯　午後１時30分～
　　２時30分
場所　ゆり保育園
内容　講演／演題「乳幼児期の病気
　　に対する家庭での応急処置の方
　　法について」講師／にかほ市金
　　病院小児科医師　金　由美子先
　　生
※ご家族の勉強会として小児科医師
　の講演会を開催します。多数のご
　参加をお待ちしています。託児室
　を設けますので、ご希望の方は11
　日㈬までご連絡ください。
問い合わせ先　ゆり保育園（☎53－
　　4191）、　生涯学習課 （☎53－22
　　45）
■サッカースクール、野球教室に参
　加しませんか
　毎週火曜日午後６時30分～８時、
由利地域緑地公園でサッカースクー
ルを開催しています。現在、小学１
～６年生まで約60人の子供たちが活
動しています。
　サッカーに興味のある小学生の皆
さん、参加してみませんか？　市全
域からの参加をお待ちしています。
　（保険料として、年間500円をいただ
きます）
　また、毎週水曜日午後６時30分～
８時、同じ由利地域緑地公園で野球
教室を開催しています。こちらにも
小学１～６年生の約60人が参加し、
６人の指導員が低学年、高学年に分
けて熱心に指導しています。
　野球教室への参加もお待ちしてい
ます。　（保険料は年間500円です）
問い合わせ先　由利公民館

（☎53－2245）

■　「第31回全県野焼きを楽しむつ
　どい」を開催します
日時　９月15日㈯　午前９時～　
※小雨決行、雨天の場合は翌日に順
　延（予定）
場所　八塩いこいの森
参加料　500円（当日集金）
昼食　１人500円（希望者のみ）
持ち物　野焼き作品・作業着・長靴
　　・軍手・タオルなど
申し込み先　東由利教育事務所に備
　え付けの申込用紙に記入のうえ、
　９月７日㈮までお申し込みくださ
　い。

　
■西目地域囲碁大会
日時　７月14日㈯　午前9時～
場所　西目公民館シーガル
参加料　1,000円（昼食・賞品代）
主催　西目町囲碁同好会
問い合わせ先　飛沢さん（☎33－20
　　10）
※同好会では毎月第２土曜日・第４
　水曜日にシーガルで研修会を行っ
　ています。お気軽にご参加くださ
　い。
■西目保健センター　７月の開放日
　子育て中のお母さんと赤ちゃんが
広いスペースで思いっきり親子のふ
れあいが持てるように、集団指導室
を開放しています。楽しい遊具も準
備しています。
開放日　２日㈪、３日㈫、４日㈬、
　　５日㈭、６日㈮、10日㈫、11日
　　㈬、23日㈪、24日㈫、30日㈪、
　　31日㈫
時間　午前10時～午後３時
■親子のスキンシップ教室
日時　７月25日㈬　午前10時～
場所　西目保健センター（☎33－39
　　83）
対象　２カ月児からの親子
■かしわ温泉健康相談
日時　７月26日㈭　午前10時～
■水中ウォーキング教室のご案内
昼の部／日時　７月23日～ 8月20日
　　毎週月・金曜日　午前11時～正
　　午　定員　20人（先着順）
夜の部／日時　７月18日～８月22日
　　毎週水曜日　午後７時～８時
　　定員　20人（先着順）
場所　Ｂ＆Ｇ西目海洋センター
講師　茂木　照子さん
※参加料は無料ですが、プール使用
　料は毎回必要です。
申し込み先　西目公民館シーガル

（☎33－2315）
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〈６月１日～15日受付分〉

小　松　芽　生ちゃん（ 司 さん）東梵天
畠　山　大　輝ちゃん（敏男さん）石脇
幸　島　空　聖ちゃん（隆広さん）三条
佐々木　洸士郎ちゃん（洋司さん）薬師堂
正　木　蒼　也ちゃん（篤史さん）石脇
阿　部　宗一郎ちゃん（重政さん）二番堰
倉　橋　琉　依ちゃん（智章さん）東梵天
佐　藤　和　香ちゃん（純也さん）石脇
齋　藤　琉　生ちゃん（一喜さん）西梵天
小　松　瑞　季ちゃん（雄一さん）薬師堂
工　藤　幸　奈ちゃん（卓美さん）石脇
阿　部　那　春ちゃん（ 淳 さん）川口
工　藤　希　斗ちゃん（ 賢 さん）東梵天
若　林　芽　依ちゃん（ 毅 さん）御門
岩　指　明　華ちゃん（ 匠 さん）石脇
三　浦　ななみちゃん（ 薫 さん）石脇
河　村　佳　奈ちゃん（伸宏さん）裏尾崎町
高　橋　悠　菜ちゃん（英夫さん）石脇
関　　　優　我ちゃん（義典さん）矢島町七日町
松　永　七　星ちゃん（恭介さん）岩城亀田
佐々木　快　斗ちゃん（ 功 さん）岩谷町
池　田　理　桜ちゃん（伸寿さん）西目町沼田
鎌　田　侍　音ちゃん（哲平さん）西目町出戸
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佐　藤　寅　松さん（92歳）小栗山
神　坂　ナヲミさん（80歳）滝
堀　　　ノシヱさん（98歳）岩谷町
佐々木　吉次郎さん（86歳）大倉沢
鈴　木　禮　一さん（67歳）深沢
畠　山　キクヱさん（84歳）東由利老方
阿　部　久　盛さん（78歳）東由利法内
佐々木　友　芳さん（70歳）西目町海士剥
佐々木　伸　一さん（71歳）西目町沼田
佐　藤　トメコさん（99歳）西目町海士剥
梶　原　昭　裕さん（71歳）鳥海町上直根
小　沼　和　衛さん（57歳）鳥海町上笹子
佐　藤　一左衛門さん（66歳）鳥海町上笹子

おくやみ申し上げます

長澤正氏（旧本荘市功労者・上横町）は、
６月２日永眠されました。氏は、長年にわ
たり、小中学校、高校の水泳指導に携わり、
全国大会出場選手や東北記録保持者を排出
するなど、本荘由利地域の競技力向上に大
きな功績を残されました。また、本荘市水
泳協会会長を務められたほか、秋田県水泳
連盟の理事長・副会長・顧問の重責を歴任
され、本荘市、秋田県における水泳の振興
・発展に大きく貢献されました。昭和53年
11月旧本荘市教育学芸功労者顕彰。93歳。
土門退藏氏（旧本荘市功労者・鶴沼）は、
６月４日永眠されました。氏は、長年にわ
たり本荘市由利郡内の小中学校に在職し、
この間、直根中学校長、小出中学校長、鶴
舞西小学校長、南中学校長を務められ、郡
市学校教育に尽力されました。また、昭和
31年から同34年までは、本荘市教育委員会
教育長を務められ、奨学金貸与制度の創設
や本荘市文化財保護協会を発足させるなど、
教育環境の整備にも尽力されました。昭和
57年11月旧本荘市教育学芸功労者顕彰。翌
58年11月勲５等瑞宝章。97歳。
尾留川慶三郎氏（旧本荘市功労者・館）は、
６月10日永眠されました。氏は、44年間の
長きにわたり消防活動に携わり、この間、
本荘市消防団第４分団の班長、部長、副分
団長、分団長を歴任され、本荘市消防団の
充実・発展に多大な貢献をされました。
また、市政連絡員、納税貯蓄組合長、衛生
班長などを務められ、市政の発展と住民の
自治意識や納税の意識の高揚にも貢献され
ました。平成12年11月勲６等瑞宝章。平成
14年11月旧本荘市民生功労者顕彰。82歳。
鈴　木　秀　明さん（61歳）石脇
栁　田　秋　男さん（71歳）松ヶ崎
工　藤　千代志さん（73歳）山田
鈴　木　ヨシヱさん（87歳）深沢
髙　橋　利一郎さん（94歳）万願寺
阿　部　　　武さん（76歳）金山
佐　藤　春　男さん（75歳）烏川
佐々木　林　藏さん（82歳）松ヶ崎
高　野　鈴　男さん（60歳）畑谷
髙　橋　嘉　男さん（70歳）八幡下
大　場　　　伸さん（72歳）万願寺
小笠原　東　一さん（85歳）石脇
沼　澤　　　優さん（64歳）中梵天
北　原　清　志さん（73歳）水林
畠　山　とわ子さん（54歳）北ノ股
嵯　峨　モ　トさん（82歳）二番堰
斉　藤　留五郎さん（91歳）矢島町元町
正　木　勝　美さん（82歳）矢島町新荘
播　摩　チ　ヨさん（85歳）矢島町元町
今　野　周太郎さん（79歳）岩城道川
今　野　正一郎さん（72歳）岩城道川
今　野　ハルノさん（77歳）岩城道川
田　口　キヨヱさん（86歳）岩城二古
佐　藤　京　子さん（80歳）西沢
多　田　次　夫さん（73歳）森子
三　浦　繁　男さん（80歳）森子
阿　部　サタミさん（93歳）中田代
斉　藤　ミ　ワさん（59歳）中帳
松　永　ハ　ルさん（89歳）岩谷町

叙　勲叙　勲叙　勲
　　「ワンハウス㈱八日会」に加
入する17会員が６月８日、市内
40カ所の消火栓にかかる塗装の
奉仕作業を行いました。塗装さ
れた消火栓は鮮やかな赤色がよ
みがえって目立つようになり、
関係者から感謝されています。

　本荘鶴舞ライオンズクラブ
　（中村稔会長）から６月14日、
子どもたちが安全に生活できる
ようにと「こども110番」のマ
グネットステッカー 50枚を寄贈
いただきました。

　由利ばら部会の藤原稔さん
（右）と鷹嶋英樹さん（左）が
６月15日、「父の日にバラの花
を」のキャンペーンの一環とし
て市長を訪問し、「プリシラ」
というピンク色のスプレーバラ
30本の花束をプレゼントしました。

　由利本荘市を元気にする会で
は、５月26日に開催した「島田
洋七講演会」の協賛金などの中
から市内の全小・中学校へ、同
氏の著書２種類を寄贈してくだ
さいました。

瑞宝双光章
消防功労　故・　 　原 正 一さん
 （薬師堂・４月９日逝去・66歳）
　　原さんは昭和39年消防団入団以来、
43年の長きにわたり地域の消防防災活
動に精励され、本荘市消防団長、秋田
県消防協会理事などを歴任、また、合
併時には新市消防団の組織づくりにご
尽力されるとともに、初代の由利本荘
市消防団長（兼本荘支団長）を務めら
れました。

平成19年７月１日号 広報ゆりほんじょう

■「水と緑の親子観察会」参加者を募集!
　花立牧場公園の豊かな自然環境の中で、高層
湿原の可憐な植物や水生生物に触れ、楽しみな
がら心と体を鍛えてみませんか。
▷とき…７月22日㈰  午前９時50分～午後２時
▷集合…午前９時50分まで、花立クリーンハイ
　　ツ駐車場（現地集合・解散）
▷ところ…花立牧場公園周辺の沼や湿原（矢島地域）
▷対象…小学生とその保護者30組
▷参加費…無料
▷持ち物…昼食・筆記用具、その他必要に応じて
▷申し込み・お問い合わせ…７月17日㈫まで、
　　自然観察指導員・阿部さん（☎23－2580）
■中国語講座のご案内
　～中国文化に触れてみませんか～
▷とき…７月28日㈯、８月25日㈯、９月22日㈯
　　いずれも午後１時30分～３時
▷ところ…矢島高校図書室　　▷受講料…無料
▷内容…あいさつや日常の会話、旅行時に使う
　　言葉、中国についての紹介など
▷講師…浅田暁さん（中国青島出身）
▷申し込み・お問い合わせ…初回は７月23日㈪
　　まで、２回目以降は開講日の５日前まで、
　　矢島高校（☎55－3031）
■小さな親切運動　総会を開催します
▷とき…７月６日㈮  午後６時～
▷ところ…鶴舞会館
▷お問い合わせ…佐々木さん（☎23－2236）

■「陶芸無料体験教室」に参加しませんか
　初心者の方もお気軽に、お友達を誘って参加
してみませんか。お茶碗を作ります。
▷とき…７月４日㈬  午後１時～２時30分
▷ところ…天鷺村陶芸工房
▷材料費…1,500円（土、釉薬、焼成代）
▷申し込み・お問い合わせ…加賀さん（☎73－2919）
■「市民盆踊り講習会」開催
▷とき…７月15日㈰  午後１時～４時
▷ところ…鶴舞会館講堂（３階）
▷内容…盆踊りの実技指導①新本荘追分踊り
　　 （『菖蒲カーニバル』で踊ろう）、 ②本荘追
　　分（輪踊り）、  ③本荘菖蒲音頭、  ④新曲『き
　　よしのソーラン節』（輪踊り）
▷参加料…500円　　▷持ち物…上履き
▷対象…一般市民・踊り愛好者などどなたでも
▷お問い合わせ…藤原さん（☎23－3403）
■「夏休み親子陶芸ワークショップ」へどうぞ
　初心者でも簡単にできます。夏休みの思い出
づくりや宿題の作品にいかがですか？
▷とき…８月５日㈰  午前10時～ 12時
▷ところ…心身障害者コロニー体育館
▷定員… 50組（子ども会など団体での申し込み
　　も歓迎します）　 ▷材料代…1,000円
▷対象…幼稚園年長～小学生とその保護者
▷申し込み・お問い合わせ…７月31日㈫まで心
　　身障害者コロニー・佐藤さん（☎33－4535）
■新婦人親子リズム会であそぼ♪会員募集中です!
▷とき…７月５日㈭、12日㈭、19日㈭、26日㈭
　　いずれも午前10時30分～正午
▷ところ…広域交流センター多目的ホール
▷対象…０歳から就園前の子どもと保護者
▷内容…リズム体操、手遊び、絵本
▷持ち物…タオル、飲み物、お皿
※体験は無料ですが、月会費1,000円です。
▷お問い合わせ…近藤さん（☎24－2767）

※８月１日号に掲載希望の原稿は７月13日
　㈮が締め切りです。

　6月16日、矢島町
祓川登山口～フォレ
スタ鳥海の区間を歩
く「ハツラツ鳥海ウ
オーキング」が行わ
れ、およそ60人が自
然を満喫しながら、
思い思いにウオーキ
ングを楽しみました。

　6月23日、鳥海ト
レーニングセンター
で西目・由利・矢島
・鳥海地区親子交流
会「わんぱく広場」
が開催され、４、５
歳児と保護者合わせ
て200人が運動遊び
などをして交流しま
した。


